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• 第38回日本思春期学会総会・
学術集会開催

２
面

• 女性アスリートの
今も未来も健やかに⑤ 他

３
面

•海外情報クリップ
•市谷クリニックへようこそ！

４
面

• ピアリンクinとちぎで
ピア活動を育む

５
面

• 職域保健の現場から42 他 ６
面

• クローズアップ
妊娠期の生活リズム改善と冷え予防

７
面

•  産婦人科医による
性の健康教育54
•ピル承認秘話（第18話）

８
面

健やかな妊娠・出産を迎えるために関心
期へと導き、生活習慣を見直すチャンス
を作る。そのためのポイントや指導法を
ご紹介します。 （７面）

月発売の健康メモ、両面カラーで新登場！

【価格】本体 円 税
（多部数割引あり、注文書にある「健康メモ料金表」を参照）

【仕様】Ａ４判ペラ／ 冊 枚組（帯どめ、表紙なし）／両面カラー
【監修】佐藤加代子（ 食育推進研究会代表／東洋大学名誉教授）

一目でわかる離乳食シリーズの健康メモが、
両面カラーで新登場！

離乳食が初めてのお母さんにも
わかりやすく解説しています。

　
厚
生
労
働
省
は
８
月
１

日
、
全
国
２
１
２
か
所
の
児

童
相
談
所
が
２
０
１
８
年
度

に
受
け
た
児
童
虐
待
相
談
件

数
は
、
過
去
最
多
の
15
万
９

８
５
０
件
（
速
報
値
）
と
発

表
し
た
。
増
加
の
理
由
は
、

児
相
と
の
連
携
を
進
め
る
警

察
か
ら
の
通
告
（
全
体
の
50

％
）
の
増
加
と
、
心
理
的
虐

待
に
関
わ
る
相
談
対
応
件
数

の
増
加
に
よ
る
。
相
談
内
容

別
に
は
、
心
的
虐
待
が
８
万

８
３
８
９
件
（
55
・
３
％
）

と
最
も
多
く
、
次
い
で
身
体

的
虐
待
が
４
万
２
５
６
件

（
25
・
２
％
）
。
心
中
以
外

の
虐
待
死
の
事
例
50
例
52
人

の
う
ち
０
歳
児
が
53
・
８
％

と
最
も
多
く
28
人
。
う
ち
０

か
月
児
が
14
人
と
、
例
年
同

様
高
い
割
合
を
占
め
る
。

　
今
年
度
の
特
集
は
最
近
の

事
例
で
指
摘
さ
れ
た
転
居
に

伴
う
課
題
。
第
５
〜
14
次
報

告
の
虐
待
死
事
例
の
う
ち
転

居
経
験
あ
り
は
39
・
４
％
。

う
ち
主
た
る
虐
待
者
は
実
母

が
51
・
４
％
と
最
多
で
、
次

い
で
実
父
が
19
・
０
％
、
母

の
交
際
相
手
が
16
・
２
％
。

10
代
で
妊
娠
・
出
産
を
経
験

し
た
実
母
が
41
・
３
％
を
占

め
た
。
地
域
社
会
や
親
族
と

の
接
触
が
希
薄
な
場
合
が
多

い
。
母
子
保
健
に
お
け
る
切

れ
目
の
な
い
支
援
が
最
重
要

視
さ
れ
る
理
由
が
こ
こ
に
も

見
え
る
結
果
と
な
っ
た
。

　
ま
た
通
告
受
理
後
48
時
間

以
内
の
安
全
確
認
ル
ー
ル
で

は
、
緊
急
性
が
低
い
な
ど
の

判
断
で
約
８
％
、
１
万
人
強

の
確
認
が
遅
れ
た
。
今
後
、

緊
急
全
国
児
童
相
談
所
長
会

議
で
ル
ー
ル
を
徹
底
す
る
。

厚
生
労
働
省

児
童
虐
待
検
証
結
果

第
15
次
報
告
を
公
表

トピック

空

天
馬

▼
テ
レ
ビ
で
小
泉
進
次
郎
衆

議
院
議
員
の
結
婚
報
道
を
見

な
が
ら
、
古
い
記
憶
が
よ
み

が
え
っ
た
▼
低
用
量
経
口
避

妊
薬
（
Ｏ
Ｃ
）
の
承
認
に
向

け
て
審
議
が
な
さ
れ
て
い
た

頃
、
進
次
郎
議
員
の
御
父

上
、
時
の
厚
生
大
臣
小
泉
純

一
郎
氏
が
ピ
ル
、
玉
子
、
サ

ウ
ナ
、
こ
の
ど
れ
も
が
、
人

間
の
快
適
さ
の
欲
求
か
ら
生

ま
れ
て
い
る
。
都
会
生
活
の

快
適
さ
だ
け
を
追
求
し
て
い

る
、
と
発
言
し
、
ピ
ル
の
承

認
に
消
極
的
だ
っ
た
▼
１
９

９
９
年
６
月
承
認
、
９
月
発

売
の
Ｏ
Ｃ
は
今
月
、
発
売
開

始
20
年
を
迎
え
た
▼
私
が
入

職
し
た
の
は
、
臨
床
治
験
が

終
盤
を
迎
え
、
協
力
者
が
治

療
用
の
ホ
ル
モ
ン
剤
を
転
用

す
る
避
妊
に
戻
る
タ
イ
ミ
ン

グ
だ
っ
た
▼
以
来
「
い
つ
に

な
っ
た
ら
Ｏ
Ｃ
が
使
え
る

の
」
と
問
わ
れ
続
け
な
が
ら

承
認
ま
で
に
10
年
以
上
要
し

た
の
だ
か
ら
治
験
協
力
者
の

落
胆
は
想
像
に
難
く
な
い
▼

厚
生
省
（
当
時
）
担
当
者
と

の
連
絡
、
Ｏ
Ｃ
へ
の
誤
解
を

払
拭
す
る
た
め
の
マ
ス
コ
ミ

へ
の
情
報
提
供
、
国
会
議
員

へ
の
陳
情
な
ど
、
思
い
付
く

限
り
の
啓
発
活
動
を
し
た
こ

と
を
思
い
出
す
▼
外
圧
で
ど

う
に
か
な
ら
な
い
か
と
相
談

す
る
た
め
に
、
米
国
大
使
館

ま
で
乗
り
込
ん
だ
。
「
日
本

人
女
性
が
Ｏ
Ｃ
を
必
要
だ
と

い
う
声
が
必
要
な
の
で
す
」

と
▼
「
第
８
回
男
女
の
生
活

と
意
識
に
関
す
る
調
査
」
で

は
、
Ｏ
Ｃ
を
使
用
す
る
女
性

は
生
殖
可
能
年
齢
の
４
・
２

％
に
過
ぎ
ず
、
私
が
思
い
描

い
て
い
た
20
年
目
の
姿
に
は

遠
い
▼
大
使
館
で
の
言
葉
を

忘
れ
ず
、
熱
い
思
い
で
情
報

発
信
し
て
き
た
が
、
当
事
者

に
ま
だ
届
い
て
い
な
い
こ
と

を
反
省
す
る
節
目
の
年
と
な

っ
た
。 

（
杉
村
由
香
理
）

　
本
会
と
各
都
道
府
県
が
主

催
す
る
「
ブ
ロ
ッ
ク
別
母
子

保
健
事
業
研
修
会
」
（
厚
生

労
働
省
／
公
益
社
団
法
人
日

本
助
産
師
会
共
に
後
援
申
請

中
）
の
概
要
が
決
定
し
ま
し

た
。
こ
の
研
修
会
は
、
本
会

の
公
益
事
業
と
し
て
、
１
９

６
５
年
に
ス
タ
ー
ト
し
今
年

で
55
年
目
。
こ
れ
ま
で
妊

娠
・
出
産
・
子
育
て
に
関
す

る
テ
ー
マ
で
開
催
し
、
多
く

の
母
子
保
健
関
係
者
に
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
今
年
度
は
「
周
産

期
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
」
や

「
災
害
時
の
母
子
保
健
対

策
」
な
ど
、
近
年
そ
の
対
策

強
化
が
急
務
と
な
っ
て
い
る

タ
イ
ム
リ
ー
な
テ
ー
マ
で
の

研
修
を
各
地
で
開
催
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
「
皆
で
支
え
る
切
れ
目
な

い
母
子
保
健
」
の
た
め
に
も

保
健
師
、
助
産
師
、
看
護

師
、
そ
の
他
母
子
保
健
に
携

る
関
係
者
の
皆
さ
ま
、
奮
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

東
北
・
北
海
道
地
区

【
日
時
】
10
月
17
日
㈭
10
時

15
分
〜
16
時
45
分
（
１
日

目
）
：
「
２
０
１
９
年
度
東

北
・
北
海
道
地
区
母
子
保
健

事
業
研
修
会
」

10
月
18
日
㈮
９
時
20
分
〜
15

時
30
分
（
２
日
目
）
：
「
妊

娠
・
出
産
包
括
支
援
推
進
事

業
研
修
会
／
安
全
・
安
心
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
研
修
会

（
兼 
推
進
会
議
）」

【
会
場
】
札
幌
エ
ル
プ
ラ
ザ 

田
）
☎
０
８
８
（
６
２
１
）

２
２
２
０九

州
地
区

【
日
時
】
11
月
１
日
㈮
10
時

20
分
〜
15
時
30
分

【
会
場
】
別
府
市
公
会
堂
２

階
大
ホ
ー
ル
（
別
府
市
）

【
主
な
内
容
】
最
近
の
母
子

保
健
を
取
り
巻
く
状
況
／
妊

娠
中
の
体
重
抑
制
が
胎
児
・

出
生
児
に
も
た
ら
す
影
響
〜

胎
児
期
の
栄
養
状
態
が
出
生

後
の
健
康
を
左
右
す
る
〜
／

乳
幼
児
期
に
お
け
る
メ
デ
ィ

ア
の
影
響
〜
ス
マ
ホ
に
子
守

り
を
さ
せ
な
い
で
〜

【
問
い
合
わ
せ
】
大
分
県
福

祉
保
健
部
健
康
づ
く
り
支
援

課
母
子
保
健
班
（
玉
井
）
☎

０
９
７（
５
０
６
）２
６
７
２

＊
＊
＊

　
詳
細
は
決
定
次
第
、
本
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
随
時
公

開
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
各

都
道
府
県
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
参
加
費
は
無

料
で
す
。

３
階
ホ
ー
ル
（
札
幌
市
）

【
主
な
内
容
】
１
日
目
：
最

近
の
母
子
保
健
を
取
り
巻
く

状
況
／
乳
幼
児
健
康
診
査
〜

身
体
診
察
マ
ニ
ュ
ア
ル
及
び

実
践
ガ
イ
ド
の
活
用
〜
／
災

害
時
の
母
子
保
健

２
日
目
：
調
整
中

【
問
い
合
わ
せ
】
北
海
道
保

健
福
祉
部
子
ど
も
未
来
推
進

局
子
ど
も
子
育
て
支
援
課
医

療
・
母
子
保
健
グ
ル
ー
プ

（
鉢
呂
）
☎
０
１
１
（
２
０

６
）
６
３
４
３

関
東
甲
信
越
地
区

【
日
時
】
11
月
21
日
㈭
時
間

未
定

【
会
場
】
長
野
県
庁
講
堂

（
長
野
市
）

【
主
な
内
容
】
最
近
の
母
子

保
健
を
取
り
巻
く
状
況
／
長

野
県
の
難
聴
児
支
援
対
策
／

信
州
母
子
保
健
推
進
セ
ン
タ

ー
の
取
組
／
子
育
て
世
代
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

【
問
い
合
わ
せ
】
長
野
県
健

康
福
祉
部
保
健
・
疾
病
対
策

課
母
子
・
歯
科
保
健
係
（
竹

内
）
☎
０
２
６
（
２
３
５
）

７
１
４
１

東
海
北
陸
近
畿
地
区

【
日
時
】
11
月
15
日
㈮
10
時

〜
16
時

【
会
場
】
じ
ゅ
う
ろ
く
プ
ラ

ザ
５
階
大
会
議
室
（
岐
阜

市
）

【
主
な
内
容
】
最
近
の
母
子

保
健
を
取
り
巻
く
状
況
／
産

後
の
こ
こ
ろ
の
問
題
と
対
応

の
コ
ツ
〜
育
児
に
不
安
を
抱

え
る
お
母
さ
ん
た
ち
の
サ
イ

ン
を
見
逃
さ
な
い
た
め
に
〜

／
周
産
期
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

ハ
イ
リ
ス
ク
患
者
に
対
す
る

支
援
〜
岐
阜
大
学
の
取
組
み

と
地
域
連
携
に
つ
い
て
〜

【
問
い
合
わ
せ
】
岐
阜
県
健

康
福
祉
部
子
ど
も
・
女
性
局

子
育
て
支
援
課
母
子
保
健
係

（
菱
田
）
☎
０
５
８
（
２
７

２
）
１
１
１
１

中
国
・
四
国
地
区

【
日
時
】
10
月
29
日
㈫
９
時

30
分
〜
15
時
20
分

【
会
場
】
ホ
テ
ル
千
秋
閣
７

階
鳳
の
間
（
徳
島
市
）

【
主
な
内
容
】
最
近
の
母
子

保
健
を
取
り
巻
く
状
況
／
ど

う
し
た
ら
産
後
う
つ
病
を
減

ら
せ
る
か
／
地
域
に
お
け
る

ハ
イ
リ
ス
ク
妊
婦
の
支
援
の

在
り
方

【
問
い
合
わ
せ
】
徳
島
県
保

健
福
祉
部
健
康
づ
く
り
課
母

子
・
歯
科
口
腔
担
当
（
稲

昨年の東北・北海道地区の研修会の様子

ブロック別母子保健事業研修会
2019年度　10～11月に全国５会場で開催

※クリックすると各ページにジャンプします

http://www.jfpa.or.jp/
http://www.jfpa.or.jp/seminar/2018/000846.html
http://www.jfpa.or.jp/seminar/2018/000846.html
http://www.jfpa.or.jp/outline/inquiry.html
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本紙「家族と健康」は、パソコン・スマホ
などからもご覧いただけます。 家族と健康  日本家族計画協会 検索

　
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
学
会
長

の
専
門
で
あ
る
「
生
殖
機
能

温
存
」
。
一
見
、
思
春
期
に

は
無
縁
の
よ
う
に
も
思
え
た

が
、
特
別
講
演
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

は
「
思
春
期
世
代
が
ん
患
者

に
対
す
る
卵
巣
組
織
凍
結
・

移
植
に
関
す
る
最
新
ト
ピ
ッ

ク
ス
」
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

＆
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
の
実

践
と
教
育
」
「
こ
れ
か
ら
の

学
校
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
・
情
報
モ
ラ
ル
教
育
」

「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
を
人
権
の
視
点

か
ら
ど
う
教
え
る
か
」
「
思

春
期
の
月
経
困
難
症
の
対

応
」
「
が
ん
教
育
と
Ｈ
Ｐ
Ｖ

ワ
ク
チ
ン
問
題
」
「
緊
急
避

妊
薬
の
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
化

は
若
者
を
救
え
る
か
」
「
発

達
障
害
と
対
話
」
と
、
多
彩

な
テ
ー
マ
が
取
り
上
げ
ら

れ
、
切
り
口
は
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
に
よ
っ
て
違
う
が
、
今

注
目
さ
れ
て
い
る
「
プ
レ
コ

ン
セ
プ
シ
ョ
ン
・
ヘ
ル
ス
・

ケ
ア
」
の
概
念
を
集
約
し
た

内
容
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。

＊
＊
＊

　
「
思
春
期
か
ら
の
男
性
不

妊
症
の
予
防
」
と
題
し
た
会

長
講
演
で
は
、
永
尾
会
長
の

臨
床
で
の
経
験
を
も
と
に

「
悪
性
腫
瘍
」
「
誤
っ
た
自

慰
の
方
法
に
よ
る
腟
内
射
精

障
害
」「
未
成
年
の
Ｅ
Ｄ
」な

ど
、
将
来
不
妊
の
原
因
と
な

り
得
る
九
つ
の
症
例
が
紹
介

さ
れ
た
。
学
会
員
は
、
助
産

師
、保
健
師
、養
護
教
諭
な
ど

日
頃
泌
尿
器
科
で
の
医
療
に

触
れ
る
こ
と
の
な
い
職
種
が

多
い
た
め
か
、
約
６
時
間
以

内
に
手
術
を
し
な
け
れ
ば
、

精
巣
が
壊え

死し

し
て
し
ま
い
、

か
つ
思
春
期
に
起
こ
り
や
す

い
「
精
索
捻
転
」
の
話
な
ど

は
、
日
頃
関
わ
り
の
薄
い
疾

患
で
は
あ
る
が
、
実
は
身
近

な
話
題
と
し
て
興
味
深
く
耳

を
傾
け
る
姿
が
会
場
の
あ
ち

ら
こ
ち
ら
で
見
ら
れ
た
。

　
学
会
に
参
加
す
る
意
義
の

一
つ
に
異
業
種
の
専
門
家
か

ら
学
び
、
自
身
の
活
動
に
役

立
て
ら
れ
る
こ
と
に
あ
る
と

実
感
す
る
光
景
だ
っ
た
。

＊
＊
＊

　
本
会
北
村
邦
夫
理
事
長
を

座
長
に
進
め
ら
れ
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
「
緊
急
避
妊
薬
の

ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
化
で
若
者

を
救
え
る
か
」
で
は
、
北
村

所
長
が
Ｏ
ｖ
ｅ
ｒ
　
ｖ
ｉ
ｅ

ｗ
で
承
認
ま
で
の
動
き
、
ス

イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
化
や
オ
ン
ラ

イ
診
療
な
ど
最
新
の
話
題
を

提
供
。
こ
れ
を
受
け
て
、
４

人
の
演
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
緊
急
避
妊
の
現
状
に
触

れ
た
。

　
ま
ず
郡
山
市
で
開
業
す
る

桜
井
秀
医
師
は
、
緊
急
避
妊

薬
が
承
認
・
発
売
さ
れ
た
２

０
１
１
年
５
月
か
ら
自
院
で

処
方
し
た
１
２
７
４
例
を
分

析
し
た
結
果
を
発
表
。
妊
娠

事
例
の
背
景
調
査
な
ど
臨
床

的
に
も
貴
重
な
デ
ー
タ
を
示

し
な
が
ら
現
状
を
伝
え
た
。

　
次
い
で
「
＃
な
ん
で
な
い

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
代
表
の

福
田
和
子
氏
が
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
ア
ン
ケ
ー
ト
で
得
ら

れ
た
結
果
と
自
由
記
載
に
よ

る
人
々
の
声
を
読
み
上
げ
な

が
ら
、
学
生
時
代
に
留
学
し

て
い
た
北
欧
で
の
入
手
し
や

す
さ
と
は
比
較
に
な
ら
な
い

日
本
の
現
状
を
訴
え
た
。

　
続
い
て
筆
者
が
、
「
緊
急

避
妊
を
必
要
と
し
て
い
る
女

性
（
男
性
）
を
相
談
・
医
療

の
現
場
か
ら
見
る
」
を
テ
ー

マ
に
電
話
相
談
や
思
春
期
外

来
で
接
す
る
若
者
の
様
子
を

事
例
も
交
え
て
紹
介
。

　
最
後
に
、
薬
剤
師
の
宮
原

富
士
子
氏
が
、
こ
れ
ま
で
医

療
機
関
で
の
処
方
が
主
流
だ

っ
た
緊
急
避
妊
薬
に
つ
い

て
、
薬
局
に
求
め
ら
れ
て
い

る
機
能
、
自
身
の
サ
ポ
ー
ト

経
験
な
ど
を
中
心
に
、
今
後

薬
剤
師
と
医
療
機
関
と
の
密

な
る
連
携
が
、
ユ
ー
ザ
ー
に

と
っ
て
い
か
に
重
要
か
を
力

説
し
た
。

　
そ
の
後
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
で
は
会
場
か
ら
の
発
言

も
相
次
ぎ
、
現
行
の
制
度
で

は
サ
ー
ビ
ス
が
行
き
届
か
な

い
も
ど
か
し
さ
が
浮
き
彫
り

　
去
る
８
月
23
日
㈮
〜
25
日
㈰
、
第
38
回
日
本
思
春
期
学
会
総
会
・
学
術
集
会
（
会

長
＝
東
邦
大
学
医
学
部
泌
尿
器
科
学
講
座
・
永
尾
光
一
教
授
）
が
、
大
田
区
産
業
プ

ラ
ザ
Ｐ
ｉ
ｏ
で
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
思
春
期
世
代
に
向
き
合
う
関
係
者
約
６
４
０

人
が
一
堂
に
会
し
、
研
さ
ん
を
積
ん
だ
。

に
さ
れ
た
。
し
か
し
、
今
後

対
面
な
し
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療

の
実
施
、
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ

化
の
議
論
が
進
む
で
あ
ろ
う

中
、
会
場
に
集
っ
た
学
会
員

の
目
指
す
と
こ
ろ
は
、
「
ア

ク
セ
ス
の
良
さ
」
が
推
進
さ

れ
て
い
く
こ
と
に
は
賛
成
し

つ
つ
、
「
教
育
の
充
実
」
と

「
処
方
後
の
関
わ
り
」
の
大

切
さ
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

点
で
一
致
し
て
い
た
。

＊
＊
＊

　
本
会
か
ら
は
他
に
、
圡
屋

啓
子
相
談
員
が
「
親
か
ら
受

け
た
思
春
期
電
話
相
談
の
実

態
」
、
若
松
真
理
子
相
談
員

が
「
〝
性
欲
〞
を
主
訴
と
す

る
思
春
期
電
話
相
談
で
の
対

応
」
、
千
田
陽
子
相
談
員
が

「
緊
急
避
妊
相
談
に
お
け
る

思
春
期
保
健
相
談
士
の
役
割

を
考
え
る
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ

「
思
春
期
・
Ｆ
Ｐ
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
」
に
昨
年
度
寄
せ
ら
れ

た
相
談
事
例
か
ら
デ
ー
タ
を

分
析
、
考
察
し
、
一
般
演
題

で
発
表
し
た
。

＊
＊
＊

　
本
会
が
養
成
、
認
定
し
て

い
る
思
春
期
保
健
相
談
士
Ⓡ

が
活
動
成
果
を
披
露
す
る
場

と
し
て
特
設
さ
れ
て
い
る

「
思
春
期
保
健
相
談
士
セ
ッ

シ
ョ
ン
」
に
は
６
題
の
エ
ン

ト
リ
ー
が
あ
り
、
メ
イ
ン
会

場
に
立
ち
見
が
出
る
ほ
ど
に

盛
況
だ
っ
た
（
写
真
）
。

　
こ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
発
表

だ
け
で
な
く
、
日
本
思
春
期

学
会
の
会
員
に
も
思
春
期
保

健
相
談
士
Ⓡ
と
い
う
資
格
が

存
在
す
る
こ
と
、
Ｊ
Ｆ
Ｐ
Ａ

思
春
期
保
健
セ
ミ
ナ
ー
Ⓡ
の

内
容
に
関
心
を
持
っ
て
頂
く

機
会
も
兼
ね
て
い
る
。

　
ま
た
、
思
春
期
保
健
相
談

士
Ⓡ
の
事
前
参
加
登
録
者
が

83
名
に
上
り
、
学
会
を
盛
り

上
げ
る
一
翼
を
担
っ
て
い

た
。
展
示
会
場
に
設
置
さ
れ

て
い
る
本
会
の
ブ
ー
ス
付
近

に
は
同
時
期
に
Ｊ
Ｆ
Ｐ
Ａ
思

春
期
保
健
セ
ミ
ナ
ー
Ⓡ
を
修

了
し
た
仲
間
が
各
地
か
ら
集

い
、
さ
な
が
ら
同
窓
会
の
よ

う
で
、
最
近
の
思
春
期
学
会

の
会
場
で
よ
く
目
に
す
る
光

景
と
な
っ
て
い
る
。

　
本
会
の
運
動
目
標
で
あ
る

「
全
国
ど
こ
で
も
誰
で
も
リ

プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス

の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る

社
会
を
実
現
す
る
」
た
め
に

も
思
春
期
保
健
相
談
士
Ⓡ
の

存
在
と
活
躍
は
欠
か
せ
な

い
。
期
待
と
と
も
に
応
援
も

し
て
い
き
た
い
と
痛
感
し

た
。

　
次
年
度
は
２
０
２
０
年
８

月
28
日
㈮
〜
30
日
㈰
、
テ
ー

マ
を
「
思
春
期
か
ら
考
え
る

将
来
の
健
康
」と
し
て
、金
沢

医
科
大
学
産
科
婦
人
科
学
笹

川
寿
之
主
任
教
授
を
学
会
長

に
、
金
沢
市
文
化
ホ
ー
ル
を

中
心
に
し
て
開
催
さ
れ
る
。

（
本
会
家
族
計
画
研
究
セ
ン

タ
ー
部
長
・
杉
村
由
香
理
）

Seminar Information
神戸、東京、盛岡
にて開催!　

今
年
に
入
っ
て
か
ら
何
度
も
震

度
５
以
上
の
地
震
が
起
こ
っ
た

り
、台
風
や
豪
雨
が
あ
っ
た
り
と
、

日
本
に
住
む
わ
れ
わ
れ
は
常
に
災

害
と
隣
り
合
わ
せ
で
生
活
を
し
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
昨
今
で
は

防
災
の
意
識
が
高
ま
り
、
各
組
織

で
備
蓄
品
を
そ
ろ
え
た
り
、
避
難

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
た
り
す
る

準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
そ
れ
だ
け
で
本
当
に
赤
ち

ゃ
ん
が
守
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

　
本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
講
師
で
あ

る
吉
田
穂
波
先
生
と
押
栗
泰
代
先

生
が
、
そ
れ
ぞ
れ
東
北
の
被
災
地

を
回
っ
た
経
験
か
ら
、
実
際
、
災

　
歯
の
磨
き
方
は
「
一
日
３
回
、

３
分
間
、
食
後
３
分
以
内
」
と
覚

え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
、
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
　
歯
科

保
健
の
先
進
国
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で

は
「
一
日
２
回
、
２
分
間
、
歯
磨

き
粉
は
２
㌢
、
歯
磨
き
し
た
後
は

２
時
間
飲
食
を
控
え
る
」
。
「
２

―
２
―
２
―
２
」
の
ル
ー
ル
で
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
本
セ
ミ
ナ
ー
で

は
、
日
本
と
先
進
諸
国
の
状
況
を

対
比
し
な
が
ら
最
新
の
歯
科
保
健

の
情
報
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
母
子
健
康
手
帳
で
も
啓
発
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
近
年
、
口
の
健
康

が
全
身
の
健
康
に
も
影
響
す
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
り
、
早
期
予

害
時
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た

か
、
何
が
不
足
し
て
い
た
か
な
ど

を
具
体
的
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま

す
。
ま
た
、
避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム

（
要
配
慮
者
バ
ー
ジ
ョ
ン
）
で
被

災
時
の
疑
似
体
験
を
す
る
こ
と

で
、
自
分
が
避
難
所
に
お
い
て
ど

の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が

で
き
る
か
な
ど
、
新
た
な
気
付
き

が
得
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
ら
の
学
び

や
経
験
を
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ

き
、
何
を
準
備
し
、
ど
の
よ
う
な

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
り
、
そ
し
て
お

母
さ
ん
た
ち
に
ど
う
や
っ
て
伝
え

る
か
、
今
一
度
ご
思
案
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

防
、
す
な
わ
ち
「
生
え
て
く
る
前

か
ら
」
歯
の
健
康
を
考
え
る
重
要

性
が
増
し
て
き
て
い
ま
す
。
乳
幼

児
期
か
ら
の
介
入
や
予
防
が
一
番

効
果
的
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
乳
歯
の
生
え
変
わ
り
の
時
期

よ
り
数
年
早
く
抜
け
て
し
ま
う
こ

と
が
実
は
重
篤
な
病
気
に
つ
な
が

っ
て
い
る
こ
と
も
分
か
っ
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
含
め
最
新

知
見
に
触
れ
て
い
き
ま
す
。

　
歯
と
食
事
が
密
接
に
関
係
し
て

い
る
た
め
栄
養
指
導
の
際
に
も
活

用
で
き
る
内
容
で
す
。
一
歩
踏
み

込
ん
だ
予
防
歯
科
の
知
識
を
身
に

付
け
た
い
方
、
ぜ
ひ
ご
参
加
を
！

こ
こ
で
の
学
び
が

 

母
子
を
救
う

災
害
時
の
妊
産
婦
支
援
セ
ミ
ナ
ー

第
2
〜
4
回

第2回　 2020年1月19日㈰　神戸
（ 神戸ポートオアシス 5階）

第3回　 2020年2月15日㈯　盛岡
（ MALIOS（マリオス）18階）

第4回　 2020年3月14日㈯　東京
（全労連会館2階 大ホール）

開催日・会場：

時　間：10：30～16：30
対象者： 保健師、助産師、看護師、医療・

福祉関係者等
定　員：各100人
受講料： 各10,000円＋税

※ ベビー防災Ⓡはナーシング
クリエイト株式会社の
登録商標です

「ベビー防災®」
の必要性を

感じている方に、
ぜひ！

プログラム・講師

講義① 「 赤ちゃんと自分を守る！被災か
ら72時間までにやらなければ
ならないこと」
ナーシングクリエイト㈱　代表取
締役　保健師／防災士　押栗泰代

ベビー防災包括セットの紹介
ナーシングクリエイト㈱　
　　　　　　　保育士　押栗良輔

講義② 「 子どもと家族に我慢を強いない
避難生活のために～改善ポイン
トはココ！～」

グループワーク・実習
要配慮者への手厚い取り組みを考える
避難所運営ゲーム（HUG）を使って

神奈川県立保健福祉大学　ヘルス
イノベーションスクール設置準備
担当  教授  産婦人科医  吉田穂波

●開催日： 2019年11月9日㈯ 10：00～15：00
●定　員：100人（先着順）
●会　場： 損保会館4階 404・405

（東京都千代田区神田淡路町2-9）
●対象者： 保健師、看護師、助産師、歯科衛生士、

歯科医師、歯科技工士、歯科助手、保
育士、（管理）栄養士等

●受講料：10,000円＋税
●講　師： 西 真紀子（NPO法人 最先端のむし

歯・歯周病予防を要求する会理事長、
歯科医師）

•日本の歯科保健の現状
• 日本と比較　～海外ではスタンダード
なオーラルケア～

• 子どもの虫歯はネグレクト、さらには
虐待の疑いへ

• 虫歯がなければ大丈夫？子どもの口腔
トラブル　等

• 健やかな成長のために赤ちゃんの頃か
ら考える重要性

• 8020のその先へ　～今日から出来る
正しい歯の磨き方とその指導のコツ～

• 歯の専門家でなくても支援者が気にし
てあげたいポイント　等

11月9日㈯ 10：00～15：00

海外に追いつけ！歯科先
進国に学ぶオーラルケア

生えてくる前から考える
赤ちゃんの歯の健康

プログラム

開催日は、
いい歯（11/8）
に+１の日と
覚えてね

磨き方は
3-3-3
から

2-2-2-2へ

栄
養
指
導
で
も
活
用
で
き
る
！

生
え
て
く
る
前
か
ら
考
え
る

乳
幼
児
の
歯
の
健
康

歯
科
保
健
セ
ミ
ナ
ー

第
１
回

NEW

大盛況の思春期保健
相談士セッション

久しぶりの再会も学会
ならではの光景

　この度の思春期学会
総会・学術集会の会場
で思春期保健相談士Ⓡ

が各地で活躍している
様子が見られ、このネ
ットワークを全国に広
げていくことと、横の
つながりを持てるよう
にしなくてはならない

学会に参加・演題発表してみませんか！

と痛感。次回、金沢で開催される第39回学術集会の思
春期保健相談士セッションが“大同窓会”になるよう、
今から準備を始めませんか！　大規模な調査でなくても
構わないのです。日々の活動報告、心に残る症例紹介な
ど、思春期保健相談士Ⓡとしての活躍をぜひ学会員や仲
間に知ってもらいましょう。それが新たな仲間づくりや、
さまざまな気付きを得られる場になることと思います。
　「こんな内容で発表してもいいだろうか？」「発表し
てみたいけれど、何から手を付けていいか分からない」
など、悩むことがありましたら、本会事務局までお気軽
にご相談ください。また、アンケート調査など研究倫理
審査が必要でありながら、審査機能を持つ機関に所属し
ておられない場合も、本会の研究倫理審査委員会（有
料）をご利用いただけます、研究倫理審査が不要なもの
もありますので併せてご相談下さい。

本会家族計画研究センター
☎03(3235)2694問い合わせ先

日
本
思
春
期
学
会
総
会
・
学
術
集
会 

開
催

第38回

https://jfpa.jp/seminar/sem/seminar.php?sid=2019-058-001
https://jfpa.jp/seminar/sem/seminar.php?sid=2019-058-001
https://jfpa.jp/seminar/sem/top.php
https://jfpa.jp/seminar/sem/top.php
http://www.jfpa.or.jp/outline/research_ethics.html
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Seminar Information

低
用
量
ピ
ル
、
使
え
ま
す

　
ア
ス
リ
ー
ト
も
月
経
が
あ

れ
ば
月
経
痛
や
Ｐ
Ｍ
Ｓ
、
過

多
月
経
で
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ

ン
グ
に
支
障
を
来
す
こ
と
を

前
回
書
き
ま
し
た
。
鎮
痛
薬

等
で
適
切
に
苦
痛
を
除
く
こ

と
は
大
切
で
す
が
、
そ
れ
で

は
根
本
解
決
に
な
り
ま
せ

ん
。
月
経
痛
を
我
慢
し
て
、

妊
娠
せ
ず
に
排
卵
・
月
経
を

繰
り
返
せ
ば
、
子
宮
内
膜
症

の
発
症
リ
ス
ク
も
上
が
り
ま

す
。
そ
こ
で
注
目
さ
れ
て
い

る
の
が
低
用
量
ピ
ル
で
す
。

　
「
ド
ー
ピ
ン
グ
検
査
が
あ

る
か
ら
ピ
ル
は
ダ
メ
」
と
思

っ
て
い
る
方
、
い
ま
せ
ん

か
？
　
前
回
書
い
た
ド
ー
ピ

ン
グ
禁
止
物
質
と
な
る
要
件

を
思
い
出
し
て
く
だ
さ
い
。

筋
肉
増
強
効
果
が
あ
る
男
性

ホ
ル
モ
ン
は
も
ち
ろ
ん
禁
止

で
す
。
し
か
し
ピ
ル
の
成
分

エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン（
Ｅ
）と
プ
ロ

ゲ
ス
テ
ロ
ン（
Ｐ
）に
競
技
力

向
上
作
用
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
卵
巣
か
ら
分
泌
さ
れ
る
Ｅ

と
Ｐ
を
毎
日
内
服
す
る
こ
と

で
、
排
卵
と
そ
れ
に
伴
う
Ｅ

Ｐ
分
泌
を
抑
え
る
と
同
時

に
、
内
服
し
た
Ｅ
Ｐ
に
よ
っ

て
子
宮
内
膜
を
薄
く
保
つ
の

が
ピ
ル
の
作
用
機
序
。
休
薬

す
る
と
消
退
出
血
が
起
こ
り

ま
す
。
内
膜
が
薄
い
の
で
経

血
量
が
減
り
、
痛
み
も
軽
減

し
ま
す
。
ア
ス
リ
ー
ト
に
と

っ
て
、
血
液
を
失
う
量
は
少

な
い
方
が
当
然
有
利
で
す

し
、
出
血
を
起
こ
す
日
を
調

整
で
き
る
の
で
好
都
合
。
ま

た
、
現
役
の
ア
ス
リ
ー
ト
で

「
今
す
ぐ
妊
娠
し
た
い
」
と

思
っ
て
い
る
人
は
ま
ず
い
な

い
は
ず
。
計
画
的
な
妊
娠
＝

確
実
な
避
妊
と
い
う
面
で
も

非
常
に
有
用
で
す
。

ア
ス
リ
ー
ト
の
血
栓
リ
ス
ク
と

活
用
し
た
い
黄
体
ホ
ル
モ
ン

　
低
用
量
ピ
ル
の
副
作
用

で
、
生
命
に
関
わ
る
の
は
血

栓
症
く
ら
い
。
そ
の
リ
ス
ク

因
子
と
し
て
有
名
な
の
は
不

動
と
脱
水
、
そ
し
て
喫
煙
で

す
。
ア
ス
リ
ー
ト
の
場
合
、

車
椅
子
の
パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン

な
ど
の
例
外
を
除
け
ば
不
動

は
少
な
い
で
す
し
、「
運
動
中

に
水
を
飲
む
な
」
が
非
常
識

と
浸
透
し
て
き
た
今
で
は
、

脱
水
も
あ
ま
り
心
配
あ
り
ま

せ
ん
。
喫
煙
は
も
っ
て
の
ほ

か
で
、
一
般
女
性
に
比
べ
て

リ
ス
ク
は
あ
ま
り
高
く
な
い

は
ず
で
す
。
し
か
し
、
年
齢

や
合
併
症
の
た
め
ピ
ル
を
使

え
な
い
人
は
当
然
い
ま
す
。

　
ピ
ル
で
血
栓
症
の
リ
ス
ク

が
上
が
る
の
は
、
Ｅ
に
血
液

凝
固
作
用
が
あ
る
か
ら
。
Ｐ

単
独
の
投
与
で
は
問
題
と
な

り
ま
せ
ん
。

　
Ｐ
単
独
療
法
で
注
目
し
た

い
の
は
、
Ｐ
付
加
子
宮
内
シ

ス
テ
ム
（
Ｉ
Ｕ
Ｓ
）
。
月
経

困
難
症
、
過
多
月
経
の
治
療

薬
で
あ
る
上
、
避
妊
薬
と
し

て
も
認
可
さ
れ
て
い
ま
す
。

５
年
間
有
効
で
、
毎
日
内
服

す
る
煩
わ
し
さ
や
全
身
的
な

副
作
用
が
あ
り
ま
せ
ん
。
妊

娠
経
験
が
な
く
て
も
使
用
可

能
で
す
。
排
卵
や
卵
巣
か
ら

の
ホ
ル
モ
ン
分
泌
を
止
め
な

い
分
、
運
動
性
無
月
経
に
気

付
け
な
い
可
能
性
が
あ
る
た

め
体
重
が
減
り
過
ぎ
な
い
よ

う
注
意
が
必
要
で
す
。

　
Ｐ
単
独
の
内
服
薬
も
あ
り

ま
す
が
、
海
外
で
使
わ
れ
て

い
る
内
服
薬
「
ミ
ニ
ピ
ル
」

や
３
か
月
有
効
な
注
射
剤
、

皮
下
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
な
ど
は

日
本
で
は
認
可
さ
れ
て
お
ら

ず
、
選
択
肢
が
非
常
に
少
な

い
の
が
問
題
で
す
。

月
経
に
振
り
回
さ
れ
ず
最
高

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
！

　
諸
外
国
か
ら
遅
れ
る
こ
と

30
年
、
低
用
量
ピ
ル
が
経
口

避
妊
薬
と
し
て
承
認
さ
れ
て

今
年
で
ち
ょ
う
ど
20
年
。
２

０
０
８
年
に
は
月
経
困
難
症

の
治
療
薬
と
し
て
保
険
適
応

と
な
っ
た
も
の
の
、
普
及
率

は
３
〜
４
％
か
ら
な
か
な
か

増
え
ま
せ
ん
。

　
国
立
ス
ポ
ー
ツ
科
学
セ
ン

タ
ー
が
行
っ
た
五
輪
出
場
女

子
選
手
の
ピ
ル
使
用
率
調
査

で
も
、
12
年
ロ
ン
ド
ン
五
輪

（
１
５
６
名
）
で
は
７
％
、

16
年
リ
オ
五
輪（
１
６
４
名
）

で
も
27
・
４
％
に
す
ぎ
ま
せ

ん
。
海
外
で
は
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
で
00
年
55
％
、
08
年
に

は
83
％
に
上
る
と
い
う
デ
ー

タ
も
あ
り
、
日
本
で
も
も
っ

と
増
え
て
い
い
は
ず
で
す
。

　
来
年
に
迫
っ
た
東
京
五

輪
。
月
経
の
た
め
に
力
を
十

分
に
発
揮
で
き
な
か
っ
た
と

い
う
ア
ス
リ
ー
ト
が
い
な
く

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

の
避
妊
と
性
感
染
症
予
防
セ

ミ
ナ
ー
」
。
２
０
１
１
年
度

か
ら
は
「
Ｓ
Ｒ
Ｈ
セ
ミ
ナ

ー
」
と
併
記
し
て
、
恋
愛
・

性
交
・
避
妊
・
妊
娠
・
中

絶
・
性
感
染
症
・
出
産
・
不

妊
・
育
児
と
幅
広
い
テ
ー
マ

で
開
催
し
て
い
る
が
、
今
年

度
の
テ
ー
マ
は
「
プ
レ
コ
ン

セ
プ
シ
ョ
ン
・
ヘ
ル
ス
・

ケ
ア
を
考
え
る
」
。
６
月

の
東
京
、
７
月
の
仙
台
、

そ
し
て
８
月
４
日
に
は
富

山
で
第
１
５
７
回
セ
ミ
ナ
ー

を
終
え
て
い
る
。
主
催
者
の

特
権
で
と
い
う
の
が
ふ
さ
わ

し
い
と
思
う
が
、
全
て
の
講

義
を
拝
聴
す
る
に
つ
け
、

「
プ
レ
コ
」
は
本
会
の
運
動

目
標
に
加
え
る
べ
き
テ
ー
マ

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
考
え

始
め
て
い
る
。

◆
晩
婚
化
に
よ
る
晩
産
化

　
「
18
年
人
口
動
態
統
計
月

報
年
計
（
概
数
）
の
概
況
」

に
よ
れ
ば
、
男
性
の
平
均
初

婚
年
齢
は
31
・
１
歳
、
女
性

は
29
・
４
歳
。
１
９
８
５
年

に
は
男
性
28
・
２
歳
、
女
性

25
・
５
歳
だ
っ
た
か
ら
、
こ

の
30
年
ほ
ど
で
男
性
は
２
・

９
歳
、
女
性
は
３
・
９
歳
と

晩
婚
化
が
進
行
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
第
１
子
出
生
時
の

母
の
平
均
年
齢
は
30
・
７
歳

で
、
85
年
に
比
べ
て
３
・
７

歳
ほ
ど
晩
産
化
と
な
っ
て
い

る
。
結
婚
す
れ
ば
子
ど
も
が

で
き
る
、
避
妊
を
止
め
れ
ば

妊
娠
す
る
と
楽
観
的
に
考
え

て
い
る
日
本
人
が
少
な
く
な

い
今
日
、
妊
娠
が
想
像
以
上

に
難
し
い
と
い
う
こ
と
を
も

う
少
し
認
識
し
た
方
が
よ
い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

◆ 

妊
娠
・
出
産
に

至
る
た
め
に

　
限
ら
れ
た
紙
面
で
あ
る
か

ら
、
妊
娠
・
出
産
に
至
る
過

程
を
詳
細
に
語
る
こ
と
は
で

き
な
い
が
、
一
般
的
に
は
、

性
交
―
射
精
―
精
子
の
遡そ

じ
ょ
う上

―
排
卵
―
受
精
―
着
床
と
な

っ
て
妊
娠
が
成
立
す
る
。
し

か
し
、性
交
が
で
き
る
か
、射

精
が
あ
っ
て
も
精
液
中
の
精

子
の
量
・
数
・
前
進
運
動
能

力
に
問
題
は
な
い
か
、
排
卵

が
起
こ
る
か
、
卵
管
は
開
い

て
い
る
か
、受
精
に
至
る
か
、

受
精
卵
が
卵
管
内
を
順
調
に

移
動
し
子
宮
に
到
達
す
る

か
、着
床
し
た
後
、子
宮
が
育

つ
か
、産
め
る
力
が
あ
る
か
、

生
ま
れ
た
後
に
子
ど
も
が
育

つ
か
。
将
来
望
ん
だ
時
に
、

こ
れ
ら
の
条
件
が
全
て
満
た

さ
れ
な
い
と
妊
娠
・
出
産
に

至
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
プ

レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
・
ケ
ア

は
だ
か
ら
重
要
な
の
だ
。

◆
プ
レ
コ
の
概
念
と
は

　
米
国
疾
病
対
策
セ
ン
タ
ー

（
Ｃ
Ｄ
Ｃ
）は
、
プ
レ
コ
ン
セ

プ
シ
ョ
ン
・
ケ
ア
と
は
、
い

ず
れ
子
ど
も
を
持
ち
た
い
と

考
え
て
い
る
男
女
に
、
現
在

の
自
身
の
健
康
に
関
心
を
持

っ
て
も
ら
う
こ
と
を
意
味
す

る
と
し
、
そ
れ
は
、
ま
た
、

近
い
将
来
生
ま
れ
る
か
も
し

れ
な
い
子
ど
も
の
健
康
を
守

る
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も

を
持
つ
か
持
た
な
い
か
に

か
か
わ
ら
ず
、
全
て
の
男

女
の
健
康
の
保
持
増
進
を

も
可
能
に
す
る
と
し
て
い

る
。
産
む
か
産
ま
な
い
か
を

決
め
る
の
は
ひ
と
え
に
個
人

の
選
択
で
あ
っ
て
、
国
が
旗

振
り
を
す
べ
き
も
の
で
は
な

い
と
主
張
し
て
い
る
筆
者
と

し
て
は
、
こ
の
後
段
の
「
子

ど
も
を
持
つ
か
持
た
な
い
か

に
か
か
わ
ら
ず
」
の
記
述
に

心
惹
か
れ
た
の
は
言
う
ま
で

も
な
い
。
こ
の
よ
う
に
考
え

る
と
「
プ
レ
コ
」
は
「
リ
プ

ロ
」
に
極
め
て
近
い
概
念
だ

と
言
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

◆ 

Ｓ
Ｒ
Ｈ
セ
ミ
ナ
ー
で

学
び
の
機
会
を

　
Ｃ
Ｄ
Ｃ
は
プ
レ
コ
ン
セ
プ

シ
ョ
ン
・
ケ
ア
の
重
要
性
と

し
て
、
飲
酒
・
喫
煙
・
薬
物

な
ど
を
中
止
す
る
、
毎
日
４

０
０
マ
イ
ク
ロ

㌘
の
葉
酸
を
摂
取
す

る
な
ど
10
の
ポ
イ
ン
ト
を
提

案
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、

そ
の
10
の
ポ
イ
ン
ト
の
紹
介

は
割
愛
す
る
の
で
、
是
非
と

も
、
今
年
度
に
残
さ
れ
た
５

会
場
で
の
Ｓ
Ｒ
Ｈ
セ
ミ
ナ
ー

を
受
講
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
願
っ
て
い
る
。

（
本
会
理
事
長 

北
村
邦
夫
）

◆
リ
プ
ロ
に
次
ぐ
プ
レ
コ

　
「
リ
プ
ロ
」
は
言
う
ま
で

も
な
く
「
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル

ス
／
ラ
イ
ツ（
Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ
）」

（
性
と
生
殖
に
関
す
る
健
康

と
権
利
）
。
一
方
、
読
者
に

と
っ
て
「
プ
レ
コ
」
に
は
馴

染
み
が
な
い
だ
ろ
う
が
、
プ

レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
・
ケ

ア
、
「
妊
娠
前
の
健
康
管

理
」
と
訳
し
て
い
る
こ
と
が

多
い
。
実

は
、
１
９
９

９
年
の
低
用

量
経
口
避
妊

薬
（
Ｏ
Ｃ
）

の
発
売
を
契

機
に
ス
タ
ー

ト
し
た
「
指

導
者
の
た
め

「
リ
プ
ロ
」と「
プ
レ
コ
」を
運
動
目
標
に
！

（相）＝思春期保健相談士Ⓡ

セミナー名 開催地 開催日 受講料（税別）

指導者のための避妊と性感染症予防セミナー
（SRHセミナー）
プレコンセプション・ヘルス・ケアを考える

宮崎 9月28日㈯

各日5,000
(相)3,000

札幌 10月26日㈯
福岡 11月30日㈯
名古屋 12月21日㈯
大阪 2月15日㈯

切れ目のない妊娠・出産・育児支援のためのセミナー
～周産期のメンタルヘルスから児童虐待防止へ～

広島 9月28日㈯ 15,000 
福岡 11月2日㈯ 15,000 

女性のための運動指導セミナー 東京 2月2日㈰ 13,000
性の多様性を学ぶセミナー 札幌 11月9日㈯ 10,000

生きるための心の教育セミナー スキルアップ編 東京 11月9日㈯ 15,000
2月1日㈯ 15,000

保健指導
イブニングカンファレンス

糖尿病 東京 9月12日㈭ 3,000 
脂質異常症 東京 11月14日㈭ 3,000 
節酒 東京 1月16日㈭ 3,000 
禁煙 東京 3月5日㈭ 3,000 

聴き上手になる！積極的傾聴を学ぶセミナー 東京 10月5日㈯ 15,000
メンタルヘルス対策として職場環境改善に
取り組む保健師養成セミナー 東京 10月6日㈰ 18,000

栄養指導を結果につなげるセミナー 東京 11月9日㈯ 5,000
大阪 12月7日㈯ 5,000

行動変容実践のための保健指導者養成セミナー 東京 11月21日㈭～24日㈰ 40,000
東京 2月13日㈭～16日㈰ 40,000

メンタルヘルスセミナー 東京 12月14日㈯ 10,000
NEW  ガッテン北折塾 大阪 12月21日㈯ 15,000 

東京 2月8日㈯ 15,000 

セミナー開催予定表まだまだあります！

自信を持って保健指導に取り組める！
保健指導技術セミナー第１～４回

時　間：10：00～16：00
受講料：各10,000円+税　　定　員：100人
対象者：保健指導に携わる保健師、管理栄養士、看護師など
講　師：岡山明（生活習慣病予防研究センター代表　医師）

【禁煙支援】
第１回　2019年 9月21日㈯　愛知（栄ガスホール）
第２回　2019年10月12日㈯　東京（全水道会館）　
【節酒支援】
第３回　2019年10月19日㈯　大阪（新大阪丸ビル別館）
第４回　2020年 1月18日㈯　東京（CIVI研修センター秋葉原）

開催日・開催地：プログラム

• 生活習慣病のリスク
• 支援プログラムの
種類と基本的流れ

• 支援の知識とポイント
• 保健指導技術の向上
• 場面づくりグループ
ワークなど

　本セミナーでは、自信を持って支援に取り組める知識・技術を習得することができま
す。また、ロールプレイを通して講義で学んだ内容を実践し、明日からすぐに生かせる
「保健指導技術の向上」を目指します。

面談技術を
学びたい方に

NEW

WEB申し込みできます

本会HPでは、各セミナーの詳細や紙面で
ご紹介できなかったセミナーがご覧いただけます

TEL：03-3269-4785本会主催セミナーのお問い合わせは

スマホ
からは
こちら！JFPA　セミナー 検索

（共催：公益財団法人予防医学事業中央会）

講師：武井正子（順天堂大学名誉教授／日本フェルデンクライス協会会長）

ロコモ予防対策！
タオル体操セミナー第5回

開催日時： 2019年12月15日㈰
10：00～16：00
（受付9：30～）

会　　場：AP浜松町（東京都港区）
定　　員：50人
対 象 者： 健康づくり支援、運動指導、介護

予防に従事する保健師、管理栄養
士、看護師、健康運動指導士、健
康運動実践指導者等の専門職

受 講 料：13,000円＋税
本セミナーは健康運動指導士および健康運動実践指
導者の登録更新に必要な履修単位、講義2.5単位、
実習2.5単位が認められます（認定番号：196607）

　だれでも、手軽に、楽しく実践できる「タオル体操」を、講義と実技を
通して学べます。運動指導力アップのために、ぜひご参加ください！

プログラム

講義① からだの理解・ロコモ予防運動
のねらい

・超高齢社会の健康・体力づくり
・ 運動器の機能と体力の低下、サルコペニ
ア、フレイル
・ ロコモ予防運動のねらい　若いうちから
実習①タオル体操の特徴の理解
実習②タオル体操の実際
・運動指導上の留意事項
・年代別ロコモ体操の紹介
講義② みんなで楽しくタオル体操

（タオル体操のつくり方）

COMPASS 連載

女
性
ア
ス
リ
ー
ト
の
今
も
未
来
も
健
や
か
に
（
全
６
回
）

ア
ス
リ
ー
ト
に
こ
そ
ホ
ル
モ
ン
療
法
を
！

四
季
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク 

院
長

江
夏 

亜
希
子

第５回

https://jfpa.jp/seminar/sem/top.php
https://jfpa.jp/seminar/sem/seminar.php?sid=2019-038-005
https://jfpa.jp/seminar/sem/top.php
https://jfpa.jp/seminar/sem/top.php
https://jfpa.jp/seminar/sem/top.php
https://jfpa.jp/seminar/sem/top.php


マークをクリックいただくと関連ウェブサイトをご覧いただけます。
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本紙「家族と健康」は、パソコン・スマホ
などからもご覧いただけます。 家族と健康  日本家族計画協会 検索

海
外
情
報
ク
リ
ッ
プ

日本初の
水溶性潤滑ゼリーリューブゼリーＰＲ動画配信中！

性交痛の悩みを
“流舞様”が解決！
ぜひご覧ください！

http://www.jfpa.or.jp/luve-jelly/

YouTube
QRコード

女性の約7割が
経験している

フォロー
お願いします

本会HP
QRコード

Twitter
QRコード

◆ 

過
去
20
年
間
の
デ
ー
タ

か
ら

　
英
国
に
は
、
国
民
の
性
行

動
と
生
活
習
慣
を
約
10
年
ご

と
に
調
べ
る
「
Ｎ
ａ
ｔ
ｓ
ａ

ｌ
」
と
呼
ば
れ
る
疫
学
研
究

が
あ
り
、
国
内
に
居
住
す
る

16
歳
以
上
の
男
女
約
１
万
〜

　
東
京
都
不
妊
・
不
育
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
を
開
設
し
て
い
る

の
は
、
火
曜
日
の
10
時
か
ら

16
時
、
ま
さ
に
平
日
昼
の
時

間
帯
で
す
。
で
す
か
ら
フ
ル

タ
イ
ム
で
仕
事
を
し
て
い
る

方
は
昼
休
み
を
利
用
し
て
電

話
を
下
さ
い
ま
す
。
貴
重
な

休
息
時
間
を
使
っ
て
電
話
を

し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
は
、

大
変
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。

そ
ん
な
女
性
た
ち
に
共
通
す

る
相
談
内
容
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
仕
事
と
不
妊
治
療
の

両
立
で
す
。

　
「
不
妊
治
療
を
続
け
る
た

め
に
は
、
仕
事
を
休
ま
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。
で
も
、
治

療
を
し
て
い
る
こ
と
を
職
場

の
人
に
話
し
た
く
は
な
い
」

「
周
り
の
人
に
も
迷
惑
を
か

け
て
し
ま
う
の
で
、
た
び
た

び
仕
事
を
休
め
な
い
」
「
不

妊
治
療
に
合
わ
せ
て
休
み
を

取
る
の
は
難
し
い
と
言
わ
れ

た
。
キ
ャ
リ
ア
と
治
療
、
ど

ち
ら
か
を
選
ば
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
？
」
な

ど
の
話
は
珍
し
く
あ
り
ま
せ

ん
。
不
妊
治
療
に
合
わ
せ
て

休
み
を
取
る
こ
と
に
、
ご
苦

労
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
厚
生
労
働
省
が
２
０
１
７

年
に
実
施
し
た
「
不
妊
治
療

と
仕
事
の
両
立
に
係
る
諸
問

題
に
つ
い
て
の
総
合
調
査
」

の
設
問
「
貴
社
で
は
、
不
妊

治
療
を
行
っ
て
い
る
従
業
員

が
い
ま
す
か
」
と
の
問
い
に

回
答
し
た
７
７
９
社
中
２
％

（
16
社
）
の
会
社
に
、
不
妊

治
療
の
た
め
に
退
職
を
し
た

人
が
い
ま
し
た
。
ま
た
、
67

％
（
５
２
１
社
）
が
、
不
妊

治
療
を
行
っ
て
い
る
従
業
員

が
い
る
か
分
か
ら
な
い
と
の

こ
と
で
し
た
。
　
　
　
　

　
職
場
の
人
に
不
妊
治
療
を

１
万
５
千
人
を
対
象
に
、
パ

ソ
コ
ン
を
使
っ
た
対
面
調
査

と
自
記
調
査
（
デ
リ
ケ
ー
ト

な
質
問
の
場
合
）
が
行
わ
れ

ま
す
。
今
回
発
表
さ
れ
た
の

は
、
16
〜
44
歳
男
女
の
最
近

１
か
月
の
セ
ッ
ク
ス
回
数
の

調
査
結
果
を
１
９
９
１
年
、

２
０
０
１
年
、
12
年
で
比
較

し
た
報
告
で
す
。

　
そ
れ
に
よ
る
と
、
12
年
の

１
か
月
の
セ
ッ
ク
ス
回
数
の

中
央
値
は
男
女
と
も
約
３

回
、
「
全
く
な
い
」
は
男
女

と
も
29
％
。
「
10
回
以
上
あ

る
」
は
男
性
14
％
、
女
性
13

％
な
ど
で
、
過
去
の
調
査
結

果
と
比
較
し
て
頻
度
は
明
ら

か
に
減
少
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
こ
の
傾
向

は
、
婚
姻
・
同
棲
カ
ッ
プ
ル

ま
た
は
25
〜
44
歳
で
特
に
顕

著
で
し
た
。

　
性
行
為
は
子
ど
も
を
つ
く

る
目
的
の
他
に
、
健
康
を
維

持
す
る
上
で
重
要
な
役
割
が

あ
る
と
著
者
ら
は
説
明
し
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
幸
福
感

や
満
足
感
が
得
ら
れ
る
、
認

知
機
能
の
低
下
を
防
ぐ
、
免

疫
力
を
高
め
て
感
染
症
を
防

ぐ
、
オ
キ
シ
ト
シ
ン
を
誘
導

し
て
ス
ト
レ
ス
を
減
ら
す
な

ど
の
効
用
か
ら
生
活
の
質
が

上
が
る
と
い
う
も
の
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
身
体
と
精
神
の

◆ 

長
期
作
用
型
避
妊
法

（
Ｌ
Ａ
Ｒ
Ｃ
）の
使
用
率

が
伸
長

　
米
国
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ

州
ボ
ス
ト
ン
市
に
あ
る
家
族

計
画
連
盟
ク
リ
ニ
ッ
ク
で

は
、
望
ま
な
い
妊
娠
・
出
産

を
防
ぐ
取
り
組
み
と
し
て
、

最
も
避
妊
効
果
が
高
く
、
パ

ー
ト
ナ
ー
の
避
妊
行
為
に
依

存
し
な
い
、
い
わ
ゆ
る
長
期

作
用
型
避
妊
法（
Ｌ
Ａ
Ｒ
Ｃ
）

の
使
用
率
を
上
げ
る
こ
と
が

◆ 

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
生
徒
の

調
査

　
学
校
に
通
う
テ
ィ
ー
ン
エ

ー
ジ
ャ
ー
の
睡
眠
時
間
と
睡

眠
の
質
は
、
生
徒
の
不
健
康

で
リ
ス
ク
の
あ
る
行
動
に
影

響
す
る
か
と
い
う
問
題
に
対

す
る
調
査
の
中
で
、
今
回
は

〝
リ
ス
ク
の
高
い
性
行
動
〞

つ
ま
り
薬
物
や
飲
酒
に
依
存

し
、
避
妊
を
せ
ず
、
性
感
染

症
リ
ス
ク
が
高
い
性
行
動
に

注
目
し
ま
し
た
。
睡
眠
時
間

の
不
足
は
衝
動
を
助
長
さ

せ
、
意
思
決
定
を
曖
昧
に
す

る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら

で
す
。

　
ラ
ン
ド
研
究
所
の
ウ
ェ
ン

デ
ィ
・
ト
ロ
キ
セ
ル
氏
ら

は
、
２
０
１
３
年
当
時
16
歳

の
生
徒
１
８
５
０
人
（
女
子

57
％
）
を
17
年
ま
で
追
跡
し

た
南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の

疫
学
調
査
デ
ー
タ
か
ら
睡
眠

と
性
行
動
の
関
係
を
分
析
し

ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
研
究
か
ら

は
、平
日
は
短
く
、週
末
に
長

く
と
っ
て
不
足
時
間
を
補
う

と
い
う
不
規
則
な
「
休
日
の

寝
だ
め
」
パ
タ
ー
ン
は
健
康

を
害
す
る
と
い
わ
れ
て
き
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
予
想
に
反

し
、
こ
の
よ
う
な
パ
タ
ー
ン

を
習
慣
化
し
て
い
る
生
徒
に

比
べ
て
、
平
日
も
週
末
も
共

に
睡
眠
時
間
が
短
い
（
平
均

６
・
35
時
間
）「
慢
性
的
睡
眠

不
足
」
パ
タ
ー
ン
の
生
徒
の

健
康
状
態
が
良
い
こ
と
が
セ

ッ
ク
ス
の
頻
度
を
上
げ
る
条

件
と
も
言
え
ま
す
が
、
著
者

ら
に
よ
れ
ば
、
セ
ッ
ク
ス
の

頻
度
は
人
と
人
の
強
い
絆
の

バ
ロ
メ
ー
タ
ー
で
も
あ
る
の

で
、
セ
ッ
ク
ス
レ
ス
は
国
民

に
と
っ
て
心
配
な
傾
向
と
見

る
べ
き
だ
と
コ
メ
ン
ト
し
ま

し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
調
査
結
果
を

踏
ま
え
て
英
国
の
国
民
保
健

サ
ー
ビ
ス
で
は
、「Benefits 

of love and sex - NHS

」

と
い
う
サ
イ
ト
で
、
セ
ッ
ク

ス
が
も
た
ら
す
数
々
の
効
用

を
訴
え
て
国
民
の
セ
ッ
ク
ス

レ
ス
を
解
消
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。

参
考

W
ellings K,et al.BM
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方
が
、
ハ
イ
リ
ス
ク
性
行
動

に
関
わ
る
割
合
が
約
２
・
２

倍
も
高
い
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
そ
し
て
ど
ち
ら
の
パ

タ
ー
ン
の
生
徒
も
、
睡
眠
の

質
と
性
行
動
と
の
関
連
性
は

認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
ラ
ン
ド
研
究
所
は
、
科

学
、
教
育
、
慈
善
の
推
進
を

目
的
と
し
て
世
界
的
に
活
動

す
る
非
営
利
組
織
で
す
。
そ

こ
で
、
今
回
の
研
究
結
果
を

踏
ま
え
て
ト
ロ
キ
セ
ル
氏
か

ら
の
提
案
は
、
地
域
ご
と
の

状
況
を
見
な
が
ら
学
校
の
授

業
開
始
時
間
を
遅
ら
せ
る
こ

と
で
、
生
徒
の
睡
眠
時
間
を

確
保
す
る
べ
き
で
あ
る
と
い

う
も
の
で
し
た
。

参
考

Troxel W
M
,et al. Health 

Psychol 2019 June 3.

話
せ
な
い
理
由
は
、
自
分
は

自
然
妊
娠
が
で
き
な
い
。
本

来
当
た
り
前
に
で
き
て
い
る

こ
と
が
自
分
に
は
で
き
な
い

と
感
じ
る
女
性
と
し
て
の
劣

等
感
。
話
を
し
た
と
し
て
も

不
妊
治
療
を
ど
こ
ま
で
理
解

し
て
も
ら
え
る
の
か
が
分
か

理
解
を
示
し
て
く
れ
て
働
き

や
す
く
な
っ
た
と
言
わ
れ
る

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す

が
、
こ
れ
ば
か
り
は
職
場
に

よ
る
、
あ
る
い
は
身
近
な
方

の
理
解
度
な
ど
に
よ
る
と
こ

ろ
が
大
き
い
の
で
、
方
程
式

が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
〝
言

っ
て
み
な
い
と
分
か
ら
な

い
〞
の
が
現
状
で
す
。

　
で
す
か
ら
仕
事
を
し
な
が

ら
不
妊
治
療
を
し
て
い
る
多

く
の
方
は
、
冒
頭
に
も
書
き

ま
し
た
が
、
治
療
に
合
わ
せ

て
休
み
を
取
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
休
み
を
取
る
に

は
、
理
由
が
い
る
。
で
も
、

不
妊
治
療
の
こ
と
は
言
い
た

く
な
い
。
し
か
し
、
休
み
を

取
ら
な
い
と
治
療
が
で
き
な

い
。
休
み
が
取
れ
て
も
周
囲

に
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
う
な

ど
の
思
い
が
、
ぐ
る
ぐ
る
と

頭
の
中
を
巡
り
続
け
て
い
る

の
で
す
。

　
キ
ャ
リ
ア
を
積
み
重
ね
な

が
ら
不
妊
治
療
を
す
る
こ
と

は
楽
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ

か
ら
と
い
っ
て
、
治
療
の
た

め
に
仕
事
を
辞
め
た
と
し
て

も
、
子
ど
も
に
恵
ま
れ
る
と

は
限
り
ま
せ
ん
。
こ
の
現
実

も
ま
た
当
事
者
を
苦
し
め
る

要
因
の
一
つ
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　
私
は
不
妊
治
療
を
し
て
い

て
も
し
て
い
な
く
て
も
、
子

ど
も
が
い
て
も
い
な
く
て

も
、
自
分
ら
し
く
人
生
を
生

き
る
た
め
の
選
択
を
で
き
る

と
い
う
こ
と
が
、
一
番
大
切

な
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
求
め

ら
れ
て
い
る
の
は
、
周
囲
か

ら
の
温
か
い
態
度
や
言
葉
、

眼
差
し
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
不
妊
治
療
の
た
め
に
、

自
分
自
身
の
生
き
方
を
諦
め

ら
な
い
こ
と
へ
の
恐
怖
心
。

理
由
は
何
で
あ
れ
、
自
分
が

仕
事
を
休
む
こ
と
で
他
の
人

に
仕
事
の
し
わ
寄
せ
が
い
っ

て
し
ま
う
こ
と
に
対
す
る
罪

悪
感
な
ど
多
く
あ
り
ま
す
。

一
方
で
、
思
い
切
っ
て
不
妊

治
療
の
こ
と
を
話
し
た
ら
、

る
選
択
を
し
な
い
で
済
む
社

会
で
あ
る
こ
と
を
願
う
ば
か

り
で
す
。

（ 

東
京
都
　
不
妊
・
不
育

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
相
談
員

 

横
尾
澄
香
）

４
１
例
（
18
・
４
％
）
が
Ｉ

Ｕ
Ｄ
を
装
着
し
て
お
り
、
教

育
水
準
や
社
会
経
済
的
地
位

が
比
較
的
高
い
白
人
女
性
で

経
産
婦
の
割
合
が
高
く
、
一

方
、
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
を
選
択

し
た
の
は
１
８
８
５
例

（
７
・
０
％
）
で
年
齢
が
低

く
（
使
用
者
の
半
数
が
24
歳

以
下
）、中
程
度
の
教
育
水
準

で
経
産
婦
が
多
い
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
最
近
は
特
に

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
を
選
択
す
る

患
者
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
論
文
で
は
、
〝
中
絶
と
Ｌ

Ａ
Ｒ
Ｃ
装
着
を
ペ
ア
で
行
う

こ
と
〞
は
、
鎮
静
薬
の
投
与

下
で
患
者
の
苦
痛
が
軽
減
さ

れ
て
い
る
と
い
う
利
点
が
あ

る
こ
と
、
一
連
の
ペ
ア
処
置

を
２
日
間
で
行
っ
た
患
者
は

同
日
処
置
に
比
べ
て
Ｉ
Ｕ
Ｄ

を
受
け
入
れ
る
確
率
が
有
意

に
上
が
る
こ
と
が
示
さ
れ
て

お
り
、
避
妊
の
こ
と
を
考
え

る
時
間
の
余
裕
と
、
環
境
が

影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
今
回
の
調
査
対
象
女
性
の

約
８
割
は
医
療
保
険
加
入
者

で
す
。
研
究
者
ら
は
、
中
絶

直
後
の
Ｌ
Ａ
Ｒ
Ｃ
開
始
率
を

上
げ
る
た
め
に
は
、
ク
リ
ニ

ッ
ク
側
の
処
置
準
備
が
整
っ

て
い
る
こ
と
と
併
せ
て
、
診

療
費
と
薬
剤
費
の
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
の
支
援
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
と
は
別
に
、
産
科
で

の
Ｌ
Ａ
Ｒ
Ｃ
の
取
り
組
み
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
米
国

で
は
出
産
１
件
に
対
す
る
診

療
報
酬
は
丸
め
て
定
額
と
さ

れ
て
い
た
の
で
、
医
療
機
関

は
Ｌ
Ａ
Ｒ
Ｃ
の
処
方
に
消
極

的
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
サ

ウ
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
で
は
12

年
か
ら
入
院
中
の
Ｌ
Ａ
Ｒ
Ｃ

の
費
用
を
別
途
請
求
で
き
る

制
度
と
な
り
、
お
産
直
後
の

Ｌ
Ａ
Ｒ
Ｃ
の
使
用
頻
度
が
著

し
く
伸
長
し
ま
し
た
。
特
に

10
代
の
Ｌ
Ａ
Ｒ
Ｃ
使
用
率
が

上
が
り
、
こ
れ
ま
で
問
題
と

な
っ
て
い
た
出
産
間
隔
の
短

い
事
例
が
減
少
し
ま
し
た
。

中
絶
施
行
時
だ
け
に
限
ら

ず
、
確
実
な
避
妊
が
求
め
ら

れ
る
女
性
に
と
っ
て
も
、
Ｌ

Ａ
Ｒ
Ｃ
を
選
択
し
や
す
い
医

療
環
境
が
整
備
さ
れ
て
き
て

い
る
よ
う
で
す
。

参
考
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重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
人
工
妊
娠
中
絶
を
施
行
し

た
女
性
は
、
そ
の
時
点
で
必

ず
避
妊
に
つ
い
て
の
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
を
受
け
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
後

は
再
来
院
し
な
い
場
合
が
多

い
こ
と
も
分
か
っ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
家
族
計
画
連

盟
は
ボ
ス
ト
ン
市
の
ハ
ー
バ

ー
ド
大
学
医
学
大
学
院
と
共

同
で
、
中
絶
処
置
と
同
時
に

Ｌ
Ａ
Ｒ
Ｃ
の
装
着
を
推
進
す

る
試
み
を
始
め
ま
し
た
。

　
今
回
の
報
告
は
そ
の
前
提

と
し
て
、
Ｌ
Ａ
Ｒ
Ｃ
を
選
択

し
た
女
性
の
割
合
と
そ
の
背

景
を
見
た
後
向
き
症
例
調
査

で
す
。
２
０
１
２
〜
17
年
の

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
実
績
か
ら
検

討
し
た
結
果
、
外
科
中
絶
２

万
６
８
５
８
例
の
う
ち
４
９

電話相談
●思春期・FPホットライン
　☎03(3235)2638
● 東京都不妊・不育ホットライン
☎03(3235)7455
※火曜日のみ

電話相談員募集！
上記の相談に応じる専門家を募集中です。平日の昼、
市谷にお越しいただける方。詳細は、☎03(3235)2694

●EC・OCコール
　☎03(3267)1404
●EC・OCヘルプデスク
　☎03(6280)8404
●OCサポートコール
　☎03(3267)4104

中絶施行時に
避妊法開始

睡眠時間と
性行動

セックスレスが
続く英国

市谷
クリニックへ
ようこそ！

http://www.jfpa-clinic.org/
http://www.jfpa-clinic.org/
http://www.jfpa.or.jp/luve-jelly/
https://www.youtube.com/watch?v=4I_vGL-phTE
https://www.youtube.com/watch?v=4I_vGL-phTE
http://www.jfpa.or.jp/luve-jelly/
https://twitter.com/LuveJelly


マークをクリックいただくと関連ウェブサイトをご覧いただけます。
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悩み解決します思春期女子の 思春期男子の

ゆー・ じゅうはち・ えふ ゆー・じゅうはち

【価格】本体 円 税 【仕様】 判・ ページ／オールカラー

思春期・ ホットラインに
かかってきた悩みを取り上げ、

方式で解説。

当事者だけでなく、
指導者のハンドブックとしても
ご活用ください。

　思春期・青年期を過ごす同世代の若
者同士による健康教育として、現在広
がりを見せているピア活動について、
栃木県で精力的に活動をされている土
方郁美氏にご寄稿いただきました。こ
こにご紹介いたします。 （編集部）

「
ピ
ア
リ
ン
ク
 in

と
ち
ぎ
」で
行
わ
れ

て
い
る
活
動
と
は

　
栃
木
県
で
は
２
０
０
８
年

よ
り
、
思
春
期
ピ
ア
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
Ⓡ
（
以
下
、
ピ
ア
っ

子
）
か
ら
、
学
校
枠
を
越
え

た
活
動
を
し
た
い
、
一
緒
に

ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
養
成
講

座
で
学
ん
だ
ピ
ア
っ
子
同
士

で
再
会
し
た
い
と
の
声
が
上

が
り
、
「
ピ
ア
リ
ン
ク
in
と

ち
ぎ
」
（
以
下
、
ピ
ア
リ
ン

ク
）
が
発
足
し
て
い
る
。
毎

月
１
回
、
宇
都
宮
市
内
で
集

ま
り
、
年
間
計
画
を
立
て
て

活
動
を
し
て
い
る
。

　
ピ
ア
リ
ン
ク
の
リ
ー
ダ
ー

を
ピ
ア
っ
子
の
中
か
ら
決

め
、
そ
の
リ
ー
ダ
ー
が
支
援

者
や
ピ
ア
っ
子
た
ち
の
窓
口

と
な
り
、
組
織
的
に
活
動
し

て
い
る
。
主
な
活
動
と
し
て

は
、
①
12
月
の
世
界
エ
イ
ズ

デ
ー
に
合
わ
せ
た
街
頭
イ
ベ

ン
ト
②
３
月
の
先
輩
ピ
ア
っ

子
か
ら
新
ピ
ア
っ
子
へ
（
ピ

ア
to
ピ
ア
）
の
イ
ベ
ン
ト
③

栃
木
県
薬
務
課
と
宇
都
宮
市

保
健
所
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ

ョ
ン
で
違
法
薬
物
に
対
す
る

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
―
と
い
っ
た

イ
ベ
ン
ト
を
中
心
と
し
た
活

動
を
準
備
か
ら
実
施
ま
で
楽

し
く
行
っ
て
い
る
。

　
イ
ベ
ン
ト
は
、
数
か
月
前

か
ら
準
備
を
し
、
役
割
分

担
、
物
品
の
確
認
、
作
成
、

シ
ナ
リ
オ
の
作
成
や
、
セ
リ

フ
の
練
習
な
ど
を
、
限
ら
れ

た
時
間
の
中
で
、
真
剣
に
、

時
に
脱
線
も
し
な
が
ら
楽
し

く
行
っ
て
い
る
。
準
備
に
参

加
で
き
な
く
て
も
、
ピ
ア
っ

子
同
士
の
や
り
取
り
は
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
な
ど
を
使
っ
て
タ
イ
ム

リ
ー
に
行
い
な
が
ら
準
備
を

し
て
い
く
。
大
人
の
支
援
者

は
そ
の
取
り
組
み
に
寄
り
添

い
、
ピ
ア
っ
子
の
相
談
に
乗

っ
た
り
、
行
政
と
の
連
絡
調

整
、
道
路
使
用
許
可
申
請
や

施
設
使
用
の
予
約
、
取
材
対

応
な
ど
、
黒
子
の
役
割
を
果

た
し
た
り
し
て
い
く
。

　
ピ
ア
っ
子
た
ち
は
社
会
経

験
が
少
な
い
た
め
、
時
に
、

ピ
ア
っ
子
を
守
る
た
め

の
関
わ
り
を
す
る
こ
と

も
あ
る
。
街
頭
活
動
で

は
初
め
は
緊
張
し
な
が

ら
も
、
「
失
敗
し
な
い

か
、
セ
リ
フ
が
飛
ば
な

い
か
緊
張
し
た
！
」「
伝

え
た
い
こ
と
は
ち
ゃ
ん

と
言
え
た
！
」「
真
剣
に

聞
い
て
く
れ
た
ね
！
」

と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
運
べ

た
こ
と
や
「
ピ
ア
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
っ
て
初
め
て

聞
い
た
。
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
っ
て
言
わ
れ
ま

し
た
♪
」
と
激
励
の
言

葉
を
道
行
く
人
か
ら
掛

け
ら
れ
る
こ
と
を
と
て

も
喜
ん
で
い
た
。
非
日

常
的
な
体
験
は
ピ
ア
っ

子
た
ち
に
と
っ
て
大
き

な
財
産
に
な
っ
て
い
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。

ピ
ア
っ
子
自
身
も

人
生
に
向
き
合
う

機
会
に

　
イ
ベ
ン
ト
内
容
は
、
Ｈ
Ｉ

Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
や
違
法
薬
物

と
い
っ
た
健
康
障
害
対
策
だ

け
で
は
な
い
。
将
来
自
分
た

ち
が
考
え
る
こ
と
で
あ
ろ

う
、
仕
事
と
出
産
・
育
児
を

考
え
る
「
キ
ャ
リ
ア
＆
フ
ァ

ミ
リ
ー
プ
ラ
ン
」
は
、
ピ
ア

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
自
身
の
人
生

設
計
に
向
き
合
う
機
会
と
な

っ
て
い
る
。
「
看
護
師
と
し

て
主
任
く
ら
い
ま
で
に
な
っ

た
ら
結
婚
し
よ
う
か
と
思
っ

た
け
ど
、
主
任
に
な
っ
た
ら

次
は
師
長
と
か
、
認
定
看
護

師
も
取
り
た
い
し
…
で
も
子

ど
も
も
２
人
は
欲
し
い
し
…

い
つ
産
ん
だ
ら
い
い
の
か

な
。
双
子
じ
ゃ
大
変
だ
し

…
」
と
職
業
を
得
た
ピ
ア
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
が
、キ
ャ
リ
ア

を
積
み
つ
つ
、い
つ
妊
娠
・

出
産
・
育
児
す
る
の
か
考

え
、
人
生
の
自
己
決
定
を
し

て
い
く
こ
と
で
現
在
の
自
分

に
向
き
合
え
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　
こ
こ
で
、
違
法
薬
物

防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル
の
一

部
を
ご
紹
介
し
た
い

（
表
）
。

　
ド
ラ
ッ
グ
は
自
分
た

ち
に
と
っ
て
身
近
で
な

く
、
川
岸
の
反
対
側
の

問
題
だ
と
認
識
し
て
い

た
ピ
ア
っ
子
た
ち
が
、

若
者
た
ち
が
ど
う
し
て

ド
ラ
ッ
グ
を
使
用
す
る

に
至
る
の
か
を
知
り
た

い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た

の
で
、
ダ
ル
ク
職
員

（
元
薬
物
依
存
症
者
で
現
在

回
復
中
の
方
）
の
話
を
聞
く

機
会
を
設
け
た
。

　
そ
の
後
、
ド
ラ
ッ
グ
が
若

者
に
身
近
な
も
の
で
あ
る
と

認
識
し
、
ピ
ア
っ
子
と
し
て

何
が
伝
え
ら
れ
る
か
を
ピ
ア

っ
子
同
士
で
話
し
合
い
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
構
成
し
て
い
っ

た
。

　
七
夕
が
近
か
っ
た
の
で
笹

の
葉
と
短
冊
を
用
意
し
て
、

大
切
な
も
の
や
願
い
事
を
道

行
く
人
に
書
い
て
も
ら
っ
た

り
、
街
頭
に
出
向
い
て
ミ
ニ

ブ
ッ
ク
や
ピ
ア
っ
子
の
紹
介

チ
ラ
シ
が
入
っ
た
テ
ィ
ッ
シ

ュ
な
ど
の
手
作
り
グ
ッ
ズ
を

配
布
し
た
り
し
な
が
ら
、
若

者
や
学
生
、
カ
ッ
プ
ル
な
ど

に
声
を
掛
け
て
ブ
ー
ス
に
誘

い
、
薬
物
使
用
を
誘
わ
れ
た

と
き
に
ど
う
断
る
か
と
い
う

劇
を
見
て
も
ら
っ
た
。
そ
の

後
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
て

参
加
者
の
声
を
拾
い
上
げ
て

い
っ
た
。

　
ピ
ア
っ
子
た
ち
自
身
は
、

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て

「
ド
ラ
ッ
グ
っ
て
す
ご
く
身

近
」
「
先
輩
に
誘
わ
れ
た
ら

断
れ
な
い
っ
て
思
う
け
ど
ネ

ゴ
シ
エ
ー
ト
ス
キ
ル
を
使
う

と
で
き
そ
う
」
と
い
う
ピ
ア

っ
子
の
気
付
き
に
も
な
っ
た

よ
う
で
あ
っ
た
。

今
後
は
相
談
活
動

を
充
実
さ
せ
、

さ
ら
な
る
活
動
へ

　
今
後
も
先
述
の
活
動
を
継

続
し
つ
つ
、
ピ
ア
っ
子
た
ち

の
望
む
活
動
を
支
援
し
て
い

き
た
い
。
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
養
成
講
座
を
受
講
す
る
き

っ
か
け
と
し
て
最
も
多
い
の

が
、
「
悩
ん
で
い
る
誰
か
の

話
を
聴
く
こ
と
の
で
き
る
ピ

ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
な
り
た

い
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
思
春
期
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
Ⓡ
と
し
て
相
談
活
動
を
行

い
た
い
と
い
う
希
望
も
毎
年

多
く
の
ピ
ア
っ
子
か
ら
聞
か

れ
る
。
諸
事
情
に
よ
り
見
送

っ
て
い
た
相
談
活
動
の
場
や

運
営
方
法
を
探
っ
て
い
き
た

い
。

　
最
近
の
ト
ピ
ッ
ク
と
し

て
、
栃
木
県
内
で
は
教
育
委

員
会
主
導
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談

が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。
若

者
の
相
談
窓
口
は
ま
す
ま
す

ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
き
て
お

り
、
そ
の
柔
軟
性
と
、
若
者

の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
方
法
が

求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
思
春
期
世
代
を
過

ご
し
て
い
る
、
ま
た
は
過
ご

し
て
き
た
ピ
ア
っ
子
の
視
点

を
大
切
に
し
な
が
ら
考
え
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
こ
れ
ま

で
ピ
ア
っ
子
が
作
成
し
て
き

た
思
春
期
向
け
の
教
材
も
バ

ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
、
若
者

の
手
に
取
り
や
す
く
、
若
者

目
線
で
の
情
報
提
供
ツ
ー
ル

を
作
る
サ
ポ
ー
ト
も
し
て
い

き
た
い
と
考
え
る
。

栃木県でのピアっ子たちの活動の様子。各種イベントを通して、自
分の人生を見つめ、自己決定をしていくことの大切さが伝えられる 表　違法薬物防止キャンペーンでのタイムテーブル

全体の流れ
時間 劇班 ブース班
13：00 集合 挨拶、支援者より諸連絡

ブース、笹の飾りつけ、セッティングを行う。
笹の葉、麦茶、物品をとりに行く。13：45 開会式

14：00 キャンペーン開始 ●呼び込み
●ブースで短冊に大切なものを記入してもらう。
●ミニブックを渡し、劇のお知らせ、座席誘導を行う。

14：25 劇準備
ブースには2人残り、誘導等
を行う。必ず1人はブースに
いるようにする。

14：30 〈１回目〉

～ 4人が劇をし、
2人はインタービュー14：50

15：10 劇準備
ブースには2人残り、誘導等
を行う。必ず1人はブースに
いるようにする。

15：15 〈２回目〉

～ 4人が劇をし、
2人はインタービュー15：35
●呼び込み
●ブースで短冊の記入、ミニブックの配布

15：50 閉会式
16：00 キャンペーン終了 片付け
16：30 解散 挨拶

　今、求められている健康教育は、対象者一人一人の力を信じて支える支援、エンパ
ワーメント教育です。本セミナーでは、対象者自身が目指すQOLの実現の基盤とな
る「これなら私にも出来そうという自信・確信（自己効力感）」に焦点を当て、それを
高める介入方法をエンカウンターによる体験学習で学んでいただきます。また、母子
保健支援の実践例であるリフレッシュママクラスⓇの事例や実践活動もご紹介します。

※リフレッシュママクラスⓇは、日本ピアカウンセリング・ピアエデュケーション研究会の登録商標です

健康教育を“生き生き”と、より効果的に！
自己効力感（セルフエフィカシー）を活かす健康教育セミナー第₂₁回

開催日：2019年12月7日㈯～8日㈰　　定　員：60人
会　場：東陽セントラルビル 2Fホール（東京都江東区）
受講料： 23,000円＋税

※ テキスト代含む（「健康教育プログラム実践マニュア
ル（改訂版）」冊子＋CD-ROM 3,000円+税）

対象者： 行政、医療、教育、企業、健保組合、介護、福祉等の
保健師・助産師・看護師・看護教員・（養護）教諭

講　師： 髙村寿子（JPCAEA代表／自治医科大学名誉教授）
江角伸吾（JPCAEA理事／自治医科大学看護学部
講師）

プログラム
•ピア～仲間意識を育みながら
•自分探しとエンパワーメント
• 主体的な行動変容とセルフエ
フィカシー

•実践活動紹介
•セルフエフィカシー感受性体験
•セルフエフィカシー介入体験
•ピアカフェ など

　実際に高校で行われたピア・カウンセリング手法によ
る思春期健康教育（ピア・エデュケーション）の貴重な
映像を収めました。思春期ピアカウンセラーⓇと思春期
を生きる若者たちがともに考え、学び、分かち合ってい
く姿をご覧ください。
【価格】本体8,000円+税
【仕様】DVD1枚・上映時間約50分
【監修】 日本ピアカウンセリング・ピアエデュケーション研究会

（JPCAEA）代表／自治医科大学名誉教授　髙村寿子

ピア・カウンセリング手法による思春期健康教育

若者たちの生き生きとした姿をDVDに収録！ 083403

～栃木県での思春期ピアカウンセラー®実践活動～ ※ 思春期ピアカウンセラーⓇは、日本ピア
カウンセリング・ピアエデュケーション
研究会の登録商標です。

ピアリンクinとちぎでピア活動を育む
前とちぎ思春期研究会、現ＮＰＯ法人とちぎみらいwithピア思春期部門長 土方　郁美

http://hsmk.jp/products/detail.php?product_id=4254
https://jfpa.jp/seminar/sem/seminar.php?sid=2019-012-021
http://www.jfpa.or.jp/outline/inquiry.html


マークをクリックいただくと関連ウェブサイトをご覧いただけます。

（　）6家 　 族 　 と 　 健 　 康（第786号） 2019年（令和元年）9月 1日

本紙「家族と健康」は、パソコン・スマホ
などからもご覧いただけます。 家族と健康  日本家族計画協会 検索

　
７
月
20
日
、
長
崎
大
学
Ｎ

Ｃ
Ｇ
Ｍ
サ
テ
ラ
イ
ト
（
東
京

都
新
宿
区
）
で
、
「
第
２
回

も
っ
と
よ
く
わ
か
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
講
座
」
（
主
催
＝
長
崎
大

学
大
学
院
熱
帯
医
学
・
グ
ロ

ー
バ
ル
ヘ
ル
ス
研
究
科
）
が

開
催
さ
れ
た
。

　
こ
の
講
座
は
、
２
０
３
０

年
ま
で
の
達
成
を
目
指
し

て
、
現
在
、
世
界
各
国
で
進

め
ら
れ
て
い
る
「
持
続
可
能

な
開
発
目
標（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」

を
テ
ー
マ
に
、
保
健
医
療
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
る
第
一

人
者
を
招
き
、
講
演
や
デ
ィ

成
功
事
例
を
積
み
重
ね

実
施
事
業
所
を
増
や
す

　
現
在
、
私
が
勤
務
し
て
い

る
デ
パ
ー
ト
健
康
保
険
組
合

は
、
12
万
人
の
被
保
険
者
と

５
万
人
の
被
扶
養
者
、
加
入

事
業
２
９
０
ほ
ど
を
抱
え
る

小
売
業
の
総
合
健
康
保
険
組

合
で
す
。
デ
パ
ー
ト
と
名
前

が
付
い
て
い
ま
す
が
、
加
入

事
業
所
の
多
く
は
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
や
ド
ラ
ッ
グ
ス

ト
ア
で
す
。

　
規
模
の
大
き
い
健
保
で
す

が
保
健
師
は
３
名
で
、
加
入

者
全
員
に
同
様
に
保
健
事
業

を
展
開
し
て
い
く
こ
と
は
不

可
能
で
す
。
そ
の
た
め
当
健

保
で
は
、
ま
ず
協
力
い
た
だ

け
る
事
業
所
か
ら
保
健
事
業

を
実
施
し
、
成
功
事
例
を
増

や
し
て
い
く
こ
と
で
水
平
展

開
を
し
、
特
定
保
健
指
導
な

ど
の
保
健
事
業
を
実
施
で
き

る
事
業
所
を
増
や
し
て
い
く

と
い
う
方
法
を
と
っ
て
い
ま

す
。

事
業
所
の
実
施
し
や
す
さ
・

ニ
ー
ズ
を
念
頭
に
介
入

　
２
０
０
８
年
か
ら
始
ま
っ

た
特
定
保
健
指
導
は
、
以
前

よ
り
一
般
健
康
相
談
を
実
施

し
て
い
た
事
業
所
か
ら
特
定

保
健
指
導
を
導
入
し
実
施
事

業
所
を
増
や
し
て
い
き
ま
し

た
。

　
当
健
保
の
特
定
保
健
指
導

の
特
徴
は
、
年
末
年
始
を
除

い
た
年
間
を
通
し
て
各
事
業

所
と
協
働（
コ
ラ
ボ
ヘ
ル
ス
）

で
行
う
こ
と
、
ま
た
健
保
の

専
門
職
が
加
入
者
に
合
わ
せ

た
保
健
指
導
資
料
（
「
健
康

サ
ポ
ー
ト
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
」
）
を

作
成
し
、
そ
の
資
料
を
使
用

し
て
面
談
を
行
う
と
こ
ろ
だ

と
思
い
ま
す
。

　
コ
ラ
ボ
ヘ
ル
ス
で
の
実
施

の
た
め
事
業
所
の
協
力
は
重

要
で
、
担
当
者
に
は
実
施
場

所
の
手
配
や
対
象
者
お
よ
び

対
象
者
所
属
の
上
長
へ
の
連

絡
な
ど
を
お
願
い
し
て
お

り
、
実
施
前
か
ら
終
了
ま
で

連
絡
を
密
に
と
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
小
さ
い
事
業
所

で
あ
れ
ば
、
本
部
に
対
象
者

を
集
め
て
も
ら
い
実
施
し
ま

す
が
、
大
き
い
事
業
所
で
す

と
店
舗
移
動
を
し
て
実
施
し

ま
す
の
で
、
公
共
の
交
通
機

関
の
時
間
も
考
慮
し
計
画
を

立
て
る
の
で
苦
労
し
ま
す
。

そ
し
て
当
健
保
で
は
事
業
所

の
定
期
健
康
診
断
の
結
果
を

特
定
健
診
デ
ー
タ
と
し
ま
す

の
で
、
特
定
保
健
指
導
は
年

　
本
連
載
で
は
、
職
域
保
健
の
現
場
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
に
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
ご
紹
介
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
実
施
事

業
所
を
増
や
す
た
め
の
活
動
に
つ
い
て
、
デ
パ
ー
ト
健
康
保
険
組
合
保
健
師
の
金
子

牧
子
さ
ん
に
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

（
編
集
部
）

　
最
近
は
、
健
康
経
営
優
良

法
人
認
定
制
度
や
健
康
企
業

宣
言
な
ど
健
康
経
営
に
関
す

る
問
い
合
わ
せ
も
増
え
て
い

ま
す
。
認
定
を
と
る
た
め
に

特
定
保
健
指
導
を
導
入
す
る

事
業
所
も
あ
り
ま
し
た
。
事

業
所
側
が
今
何
に
困
っ
て
い

る
の
か
、
興
味
を
持
っ
て
い

る
の
か
な
ど
、
事
業
所
側
の

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
、
タ
イ
ミ

ン
グ
を
逃
さ
ず
介
入
し
て
い

く
よ
う
に
し
て
い
る
の
で
、

特
定
保
健
指
導
の
新
規
導
入

も
比
較
的
容
易
に
で
き
て
い

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
事
業
所
の
ニ
ー
ズ
に
対
応

す
る
た
め
に
、
私
た
ち
健
保

側
が
社
会
情
勢
に
敏
感
に
な

り
、
喫
煙
対
策
や
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
な
ど
の
関
連
法
案
な

ど
、
事
業
所
に
関
連
が
あ
る

新
し
い
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ

し
、
い
つ
で
も
対
応
で
き
る

よ
う
に
準
備
を
し
て
い
る
こ

と
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

健
保
・
事
業
所
が
協
力
し
合

っ
て
さ
ら
な
る
展
開
へ

　
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
、
コ

ラ
ボ
ヘ
ル
ス
な
ど
健
保
が
関

わ
る
事
業
が
増
え
た
こ
と

で
、
特
定
保
健
指
導
を
実
施

し
て
く
れ
る
事
業
所
は
現
在

も
増
え
て
い
ま
す
。
振
り
返

っ
て
み
る
と
、
特
定
保
健
指

導
を
展
開
し
て
い
く
上
で
、

専
門
職
だ
け
で
な
く
健
保
の

事
務
職
、
そ
し
て
事
業
所
の

担
当
者
が
一
緒
に
活
動
し
て

い
か
な
け
れ
ば
う
ま
く
実
施

で
き
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
も
こ
れ
ま
で
以
上
に

事
業
所
、
健
保
で
協
力
し
合

っ
て
実
施
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
健
保
が

事
業
所
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

て
さ
ま
ざ
ま
な
フ
ォ
ロ
ー
を

す
る
こ
と
で
健
康
管
理
体
制

が
自
立
し
て
い
け
る
事
業
所

が
増
え
、
当
健
保
加
入
事
業

所
の
健
康
レ
ベ
ル
の
向
上
が

図
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

間
通
し
て
実
施
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
常
に
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
管
理
と
の
戦
い
に

な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
手
間
も
時
間

も
か
か
り
ま
す
が
、
で
き
る

だ
け
事
業
所
の
実
施
し
や
す

い
よ
う
に
働
き
掛
け
る
こ
と

で
特
定
保
健
指
導
の
実
施
数

を
増
や
し
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
特
定
保
健
指
導
の
実
施

率
は
、
国
の
参
酌
基
準
に
ま

だ
達
し
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
特
定
保
健
指
導
の
実
施

に
協
力
し
て
く
れ
る
新
規
事

業
所
を
増
や
す
努
力
も
同
時

に
し
て
い
ま
す
。
年
に
一

度
、
多
数
の
加
入
事
業
所
の

担
当
者
が
集
ま
る
保
健
事
業

説
明
と
算
定
説
明
会
の
機
会

を
使
っ
て
担
当
者
に
ア
プ
ロ

ー
チ
を
し
ま
す
。
健
保
の
実

施
し
て
い
る
保
健
事
業
の
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
し
た

り
、
法
改
正
な
ど
で
事
業
所

が
今
後
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら

な
い
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
た

り
し
ま
す
。

　
ま
た
、
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計

画
の
プ
ラ
ン
の
一
つ
と
し
て

「
健
康
情
報
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
」

（
写
真
）
と
い
う
当
健
保
や

各
加
入
事
業
所
の
健
康
状
態

を
示
し
た
資
料
を
４
年
前
か

ら
事
業
所
に
配
布
し
て
い
ま

す
。
す
る
と
事
業
所
か
ら
保

健
事
業
の
こ
と
や
重
症
化
予

防
レ
ベ
ル
の
該
当
者
の
対
応

な
ど
事
業
所
か
ら
問
い
合
わ

せ
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
を
き

っ
か
け
と
し
て
特
定
保
健
指

導
や
重
症
化
予
防
対
策
を
導

入
で
き
た
事
業
所
も
あ
り
ま

し
た
。

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
解
決
の
糸
口
を
探
る

こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い

る
。
今
年
度
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
取
り
組
み
の
中
で
、
特
に

グ
ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス
に
焦
点

を
当
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
組
ま

れ
て
お
り
、
日
本
と
途
上
国

に
共
通
の
保
健
医
療
課
題
へ

の
考
え
を
深
め
る
も
の
と
な

っ
て
い
る
。

　
今
回
、
「
日
本
の
高
齢
者

た
ち
〜
地
域
で
の
実
践
か
ら

〜
」
と
題
し
て
、
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
の
迫
田
朋
子
氏
（
元

Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
委
員
）
と
、
医

療
法
人
社
団
つ
く
し
会
新
田

ク
リ
ニ
ッ
ク
理
事
長
・
新
田

國
夫
氏
が
講
演
を
行
っ
た
。

　
ま
ず
迫
田
氏
が
、
日
本
に

お
け
る
高
齢
化
の
状
況
と
こ

れ
ま
で
の
高
齢
者
医
療
に
つ

い
て
概
説
し
た
。
自
身
が
番

組
制
作
の
際
に
取
材
し
た
岩

手
県
沢
内
村
を
例
に
、
実
際

に
行
わ
れ
た
高
齢
者
の
医
療

費
無
料
化
と
そ
の
影
響
、
そ

の
後
の
国
に
よ
る
医
療
制
度

の
変
遷
、
地
域
包
括
ケ
ア
が

ス
タ
ー
ト
し
た
背
景
に
つ
い

て
語
っ
た
。

　
続
い
て
新
田
氏
が
、
今
後

必
要
と
さ
れ
る
高
齢
者
医
療

と
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
在
り
方
に
つ
い
て
解
説
し

た
。

　
新
田
氏
は
、
今
後
、
日
本

に
お
け
る
家
族
構
成
は
、
夫

婦
世
帯
や
一
人
暮
ら
し
世
帯

が
増
え
て
い
く
と
し
、
高
齢

者
人
口
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る

と
さ
れ
る
40
年
の
日
本
社
会

に
つ
い
て
「
こ
の
頃
に
は
困

り
ご
と
を
抱
え
た
高
齢
者
が

増
加
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

例
え
ば
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が

な
い
た
め
に
、
熱
が
出
た
り

し
て
も
医
者
に
行
け
ず
、
要

介
護
に
な
っ
て
し
ま
う
よ
う

な
リ
ス
ク
が
大
き
く
な
る
」

と
語
っ
た
。
誰
が
そ
れ
を
助

け
る
か
、
気
付
く
か
が
課
題

だ
と
い
う
。
そ
し
て
「
人
生

１
０
０
歳
ま
で
生
き
る
時
代

に
は
、
家
族
に
よ
る
介
護
に

期
待
し
な
い
」
社
会
を
つ
く

る
こ
と
が
必
要
と
訴
え
た
。

　
自
身
が
携
わ
っ
て
い
る
国

立
市
で
の
実
践
例
も
紹
介
し

な
が
ら
、
地
域
で
高
齢
者
の

ケ
ア
を
行
っ
て
い
く
上
で
の

ポ
イ
ン
ト
を
語
っ
た
。

　
講
義
の
後
半
に
は
、
登
壇

者
同
士
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
、
日
本
で
も
参

考
に
な
る
途
上
国
で
の
事
例

な
ど
を
交
え
な
が
ら
、
住
民

主
体
で
地
域
包
括
ケ
ア
を
行

っ
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
が

語
ら
れ
た
。
ま
た
、
質
疑
応

答
の
時
間
も
設
け
ら
れ
、
登

壇
者
・
参
加
者
ら
が
意
見
交

換
を
行
っ
た
。

＊
＊
＊

あ
な
た
も
本
講
座
を

受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
本
講
座
は
、
企
業
、
教
育

機
関
関
係
者
は
も
ち
ろ
ん
、

保
健
医
療
に
携
わ
る
専
門
職

の
方
々
も
ご
参
加
い
た
だ
け

ま
す
。
今
後
の
予
定
、
お
申

し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は

長
崎
大
学
「
も
っ
と
よ
く
わ

か
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
講
座
」
特
設

サ
イ
ト
ま
で
。

http://w
w
w
.tm

gh.
nagasaki-u.ac.jp/sdgs_
kouza/

講義の様子。登壇者と参加者の双方
向のやり取りによって議論が深まる
よう席の配置も工夫されている

「健康サポートBOOK」と「健康情報
BOOK」。加入事業所への情報提供が保健
事業に取り組むきっかけにもなっている

【監修】 岡村智教（慶應義塾大学医学部衛
生学公衆衛生学教室教授）

【仕様】Ａ４判／８ページ／オールカラー
【価格】本体80円＋税（多部数割引あり）

インパクト満点の本教材なら、対象者に受
診の大切さを印象付けられるはず。
受診勧奨の際だけでなく、各種イベントな
どでも配布ください。

この教材で受診率向上！
特定健診を受けて
生活習慣を
振り返りましょう

JFPAの教材のご紹介

リ
ー
フ
レ
ッ
ト

もちろん受けるぜ

　医療費の多くを占める高額医療をどのように予防するかは重要な課題です。本セミナー
では未治療者、治療中者への保健事業を無理なく展開するための理論と事例を学び、高額
医療を招くことになる具体例を挙げ、それらの特徴を正確に把握する方法を議論します。

重症化予防対策を展開するためには

明日から生かせる支援保健事業
保健指導

データヘルス支援セミナー第４回

時　間：10：20～16：10
受講料：10,000円+税　　定　員：100人
対象者： 保健師、管理栄養士、医師、看護師等専門職お

よび事務職（行政・市区町村・国保連合会担当
者、健康保険組合）

講　師： 岡山明（生活習慣病予防研究センター代表　
医師）、自治体より実施事例を２例発表予定　

2019年9月27日㈮
東京（全労連会館・平和と労働センター）

開催日・開催地：プログラム

• 重症化予防事業の現状と課題、効
果的なハイリスク、未治療者や中
断者対策の実際、庁内課内の連携
の仕組みなど
• 高額医療費対策、対象者へのアプ
ローチ
• 面接（電話）の技術、治療中者対
策の概要と実際など

一歩先を行く
支援を!

JFPAのセミナーのご案内

204005

金子　牧子デパート健康保険組合 保健師

42職域保健の現場から職域保健の現場から
長
崎
大
学
「
第
２
回
も
っ
と
よ
く
わ
か
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
講
座
」

日
本
の
高
齢
者
た
ち 

〜
地
域
で
の
実
践
か
ら
〜

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
実
施
事
業
所
を
増
や
し
健
康
水
準
の
向
上
へ

https://jfpa.jp/seminar/sem/seminar.php?sid=2019-039-004
http://www.tmgh.nagasaki-u.ac.jp/sdgs_kouza/index.html
http://www.tmgh.nagasaki-u.ac.jp/sdgs_kouza/index.html
http://hsmk.jp/products/detail.php?product_id=4558
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クローズ アップ

が付いている教材の詳細は、「本会総合カタログ 2019年版」をご覧ください。カタログをご希望の方は FAX：03（3267）2658 まで（無料でお送りします）カタログ

大量使用
に便利

　
Ｊ
Ｆ
Ｐ
Ａ
の
健
康
メ
モ
は
、
メ
モ
帳

の
よ
う
な
天
の
り
仕
様
。
１
枚
ず
つ
は

が
し
て
使
え
、
よ
れ
た
り
折
れ
た
り
し

な
い
の
で
、
最
後
ま
で
き
れ
い
に
使
い

き
れ
ま
す
。
と
は
い
え
大
量
に
配
っ
た

り
送
っ
た
り
す
る
時
、
１
枚
ず
つ
は
が

す
の
は
少
々
手
間
に
感
じ
る
こ
と
も
。

　
そ
こ
で
便
利
な
の
が
、
天
の
り
裁
断

や
、
三
つ
折
り
と
い
っ
た
手
間
が
省
け

る
形
態
で
の
納
品
で
す
。
加
工
代
が
安

価
な
の
で
、
作
業
時
間
の
削
減
に
お
す

す
め
で
す
。

健
康
メ
モ
を「
天
の
り
裁
断
」

と「
三
つ
折
り
」で
納
品

ご注文の際は、同封の注文書にご記入の上、こちらまで➡ FAX：03-3267-2658

妊娠中に心がけたい

～安産のための～

～早寝早起き習慣を心がけて～
生活リズムの改善

からだづくりと冷え予防

妊娠期の啓発に役立つ
健康メモはコレ！

妊娠期の体調管理に気を付けたいこと

200207

200203

■監修／ 市川香織（助産師・東京
情報大学看護学部准教授）

■監修／ 岡本喜代子（助産師・公益財団法人東京都助産師
会館理事長）、市川香織（助産師・
東京情報大学看護学部准教授）

妊婦さんは、少しずつ変化する
体に戸惑いがち。胎児の発達を
理解すれば、楽しい妊娠生活の
手助けになります。

■監修／ 岡本喜代子（助産師・公益財団法
人東京都助産師会館理事長）

■監修／ 淵元純子（ふちもと助産院院長・公益社
団法人日本助産師会保健指導部会長）

妊娠中の気になる生活リズム、
産後のために何ができる？
なぜ早寝早起きが大切なの？
どんな睡眠をすればいいの？
そんな妊婦さんの疑問や悩み
を素早く解決します。

安産のために妊婦さん自
らができること、それは
いっぱいあります。生活
のリズムを見直して、安
産体質になれる冷え予防
の知恵をご紹介ください。

妊婦さんへ伝えたい！

まだまだ
 あります！

妊
娠
中
の
日
常
生
活
と

 

胎
児
の
発
達

200210 バランスのよい食事って？　妊
娠中だからこそとりたい栄養素
は？　偏った食生活を見直すき
っかけにお使いください。

■監修／ 山本智美（聖母病院看護部長・妊
娠食育研究会）

出
産
ま
で
の
栄
養
と
体
重
管
理

200208

おなかの赤ちゃんを守りながら、
無理なく自分らしく働くための
アドバイス。ポイントを押さえ
てご紹介しています。

働
く
妊
婦
さ
ん
が
気
を
つ
け
た
い
こ
と

〜
仕
事
と
妊
娠
生
活
の
両
立
〜

200209

【健康メモの仕様・価格】Ａ４判ペラ／１冊50枚綴り／表カラー・裏２色刷／本体1,300円＋税（多部数割引あり）

天のり裁断加工代

天のり裁断＋三つ折り加工代

20冊…6,000円（1,000枚）

 … 1枚当たり 6 円
40冊…7,000円（2,000枚）
 … 1枚当たり 3.5 円

20冊…11,500円（1,000枚）

 … 1枚当たり11.5 円
40冊…15,500円（2,000枚）
 … 1枚当たり約 8 円

➡

➡

JFPA教材
活用
大作戦！

　
妊
娠
す
る
と
、
毎
日
の
生
活
リ
ズ
ム
や
体
調
が
気
に
な
る
も
の
で
す
が
、
こ
の
時

期
こ
そ
関
心
期
へ
と
導
き
、
生
活
習
慣
を
見
直
す
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
り
ま
す
。
今
回

は
、
本
会
発
行
「
妊
娠
中
に
心
が
け
た
い
生
活
リ
ズ
ム
の
改
善
〜
早
寝
早
起
き
習
慣

を
心
掛
け
て
〜
」
「
安
産
の
た
め
の
か
ら
だ
づ
く
り
と
冷
え
予
防
」
の
内
容
か
ら
、

妊
娠
期
の
生
活
習
慣
改
善
の
ポ
イ
ン
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ろ
ん
、
産
後
の
子
育
て
に
お

い
て
も
母
子
共
に
元
気
に
過

ご
す
一
助
と
な
り
ま
す
。

妊
娠
中
に

注
意
す
る
こ
と
は
？

　
妊
娠
中
は
か
ら
だ
の
血
行

が
悪
く
な
り
が
ち
で
す
。
特

に
「
冷
え
」
に
は
十
分
な
注

意
が
必
要
で
す
。
冷
え
が
原

因
の
症
状
に
は
、
肩
こ
り
、

足
の
む
く
み
、
便
秘
、
腰
痛

な
ど
の
ほ
か
、
お
な
か
が
張

っ
た
り
、
つ
わ
り
の
悪
化
、

破
水
し
や
す
く
な
っ
た
り
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
か
ら

だ
を
あ
た
た
め
る
こ
と
は
、

こ
れ
ら
の
症
状
を
防
ぐ
上

に
、
産
後
の
体
力
回
復
を
早

め
る
、
母
乳
の
分
泌
を
よ
く

す
る
な
ど
母
子
の
生
活
の
助

け
と
な
り
ま
す
。

妊
娠
は
生
活
を
見
直
す

チ
ャ
ン
ス
！

　
「
妊
娠
し
た
ら
、
今
ま
で

の
よ
う
な
ハ
ー
ド
な
仕
事
や

不
規
則
な
睡
眠
、
食
事
な
ど

を
続
け
て
い
い
の
か
…
」
と

心
配
に
な
っ
た
方
か
ら
の
相

談
に
接
す
る
機
会
も
あ
る
で

し
ょ
う
。

　
そ
ん
な
方
に
出
会
っ
た

ら
、
妊
娠
を
機
に
ぜ
ひ
こ
れ

ま
で
の
生
活
を
再
点
検
し
て

み
る
よ
う
お
す
す
め
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。
生
活
習
慣
を

見
直
し
、
か
ら
だ
を
整
え
て

い
く
こ
と
で
、
安
産
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。

生
活
リ
ズ
ム
を
整
え

安
産
体
質
へ

　
お
な
か
の
赤
ち
ゃ
ん
が
予

定
日
ま
で
お
母
さ
ん
の
子
宮

の
な
か
で
育
ち
、
産
ん
だ
お

母
さ
ん
が
「
安
産
だ
っ
た
」

と
思
え
る
お
産
を
す
る
た
め

に
は
、
妊
娠
が
分
か
っ
た

ら
、
ま
ず
朝
型
の
生
活
に
し

て
い
く
よ
う
に
ア
ド
バ
イ
ス

し
ま
し
ょ
う
。

　
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
の
影

響
で
日
中
眠
く
な
り
や
す
い

妊
娠
初
期
も
、
な
る
べ
く
日

中
に
活
動
す
る
よ
う
に
し

て
、
毎
日
の
食
事
、
運
動
に

気
を
配
り
ま
す
。
そ
し
て
睡

眠
に
つ
い
て
は
、
22
時
か
ら

夜
中
の
２
時
に
成
長
ホ
ル
モ

ン
が
分
泌
さ
れ
や
す
い
の

で
、
こ
の
間
は
で
き
る
だ
け

寝
て
い
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　
こ
う
し
て
妊
娠
中
か
ら
か

ら
だ
を
整
え
、
朝
型
の
生
活

を
意
識
し
て
リ
ズ
ム
づ
く
り

し
て
お
く
と
、
出
産
は
も
ち

る
と
内
臓
が
休
ま
り
、
免
疫

力
も
上
が
り
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
２
　
食
　
事

　
ゆ
で
る
、
煮
る
、
焼
く
、

炒
め
る
な
ど
加
熱
調
理
を
し

た
食
材
を
〝
温
か
い
う
ち
〞

に
食
べ
る
よ
う
心
掛
け
ま
し

ょ
う
。
か
ら
だ
を
あ
た
た
め

る
根
菜
類
や
香
味
野
菜
、
香

辛
料
な
ど
を
上
手
に
組
み
合

わ
せ
て
み
る
の
も
Ｏ
Ｋ
で

す
。

　
暑
い
か
ら
と
い
っ
て
冷
た

い
飲
み
物
を
が
ぶ
飲
み
す
る

こ
と
は
で
き
る
だ
け
控
え
て

く
だ
さ
い
。

ポ
イ
ン
ト
３
　
入
　
浴

　
毎
日
の
入
浴
は
シ
ャ
ワ
ー

だ
け
で
な
く
、
で
き
る
だ
け

湯
船
に
つ
か
り
、
か
ら
だ
の

芯
ま
で
あ
た
た
め
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
か
ら
だ
が
あ

た
た
ま
る
こ
と
で
気
持
ち
も

リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
、
快
眠
に

つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
冷

房
な
ど
で
冷
え
が
ち
な
足
元

に
は
、
足
湯
や
半
身
浴
を
お

す
す
め
し
ま
す
。

い
ち
ば
ん
大
切
な
こ
と
は

ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
こ
と

　
妊
娠
中
は
、
今
ま
で
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
不
快
な
症

状
に
悩
ま
さ
れ
た
り
、
不
安

や
イ
ラ
イ
ラ
が
募
っ
た
り
と

神
経
が
過
敏
に
な
り
が
ち
で

す
。
そ
の
よ
う
な
ス
ト
レ
ス

か
ら
血
行
が
悪
く
な
り
、
か

ら
だ
が
冷
え
る
と
お
な
か
の

赤
ち
ゃ
ん
に
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
上
手
に
ス
ト
レ
ス
を
手
放

し
、
気
分
転
換
や
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
を
し
、
ス
ト
レ
ス
を
た

め
な
い
よ
う
自
分
自
身
で
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
ま
た
、
完
璧
に
や

ろ
う
と
し
な
い
、
が
ん
ば
り

過
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
も
必

要
で
す
。

冷
え
を
予
防
す
る
に
は
？

　
で
は
、
妊
娠
中
の
冷
え
を

予
防
・
改
善
す
る
た
め
に
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
効
果
的

で
し
ょ
う
か
？
　
ポ
イ
ン
ト

は
、
①
運
動
②
食
事
③
入
浴

―
の
三
つ
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。

ポ
イ
ン
ト
１
　
運
　
動

　
妊
娠
中
は
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

な
ど
の
有
酸
素
運
動
や
ス
ト

レ
ッ
チ
、
筋
肉
を
付
け
る
体

操
な
ど
を
お
す
す
め
し
ま

す
。
筋
肉
が
付
く
と
か
ら
だ

の
代
謝
が
よ
く
な
り
、
体
温

も
上
が
り
ま
す
。
日
々
適
度

な
運
動
を
行
う
こ
と
で
血
液

循
環
を
よ
く
し
、
冷
え
知
ら

ず
の
安
産
体
質
へ
の
改
善
が

望
め
ま
す
。
そ
し
て
夜
に
７

〜
８
時
間
程
度
の
睡
眠
を
と

妊
娠
中
に
気
を
付
け
て
お
き
た
い
毎
日
の
生
活

妊娠期の生活リズム改善と冷え予防

http://hsmk.jp/products/detail.php?product_id=4244
http://hsmk.jp/products/detail.php?product_id=4242
http://hsmk.jp/products/detail.php?product_id=4243
http://hsmk.jp/products/detail.php?product_id=4241
http://hsmk.jp/products/detail.php?product_id=4204
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自
分
の
命こ

こ
ろ

と
身
体
を
大
切
に
す
る

小
島
　
秀
規

54
医
療
法
人
こ
じ
ま
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク（
京
都
府
京
田
辺
市
）

産
婦
人
科
医
に
よ
る
性
の
健
康
教
育 

〜
私
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
こ
れ
だ
！

おなかの中の赤ちゃん、ママの健康のために徹底的に考えました
葉酸は妊娠前から（妊娠を考えたときから）摂取するのが望ましいとされています

＝＝４つの特徴 ＝＝
厚生労働省推奨のモノグルタミン酸型の葉酸400㎍※を配合  
※4粒当たり

産婦人科医監修による配合デザイン
国内GMP認定工場で製造
飲みやすさを追求

日本家族計画協会は「葉酸普及プロジェクト専門家会議」を
設置し、生まれてくる赤ちゃんとママの健康ため、全国の医
療機関の協力を得て、葉酸の普及に取り組んで参ります。

発売元：一般社団法人日本家族計画協会
TEL 03-3269-4727 FAX 03-3267-2658

企画・開発：サプリードジャパン株式会社

FAMILY PLANNING SUPPLEMENT

◉飲みやすいサイズの
　フィルムコーティング錠
◉無味・無臭
◉着色料・香料・保存料不使用

医療機関
限定販売

行政機関でのご購入
希望の方はお問い合
わせください。

〈成分〉4粒当たり

モノグルタミン酸型
葉酸400㎍

カルシウム
＆

マグネシウム
鉄 各種ビタミン 乳酸菌

葉酸 400㎍
ビタミンB2 1.5㎎
ビタミンB12 2.8㎍
ナイアシン 12㎎
ビタミンD 3.75㎍
カルシウム 100㎎
鉄 10㎎

ビタミンB1 1.3㎎
ビタミンB6 1.4㎎
ビタミンC 50㎎
パントテン酸 5㎎
ビタミンK 30㎍
マグネシウム 50㎎
乳酸菌 10億個

　
私
は
京
都
で
生
ま
れ
、
大

学
卒
業
ま
で
京
都
で
学
ん
で

お
り
ま
し
た
。
卒
業
後
母
校

の
京
都
府
立
医
科
大
学
産
婦

人
科
学
教
室
に
入
局
し
、
当

時
の
本
庄
英
雄
教
授
の
影
響

で
思
春
期
診
療
に
携
わ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
大
学
で

の
診
療
は
時
間
的
な
制
約
が

あ
り
、
思
い
描
い
た
診
療
が

で
き
ず
歯
が
ゆ
い
思
い
を
し

て
い
た
の
で
、
思
い
切
っ
て

卒
後
10
年
目
に
京
都
府
南
部

に
位
置
す
る
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン

の
京
田
辺
市
で
開
業
し
ま
し

た
。
６
年
前
に
京
都
産
婦
人

科
医
会
理
事
を
拝
命
し
、
仕

事
に
も
慣
れ
て
き
た
３
年
前

に
京
都
府
か
ら
医
会
に
新
し

い
事
業
「
学
校
と
連
携
し
た

妊
娠
・
出
産
に
関
す
る
啓
発

事
業
」
が
委
託
さ
れ
ま
し

た
。

　
京
都
府
は
出
生
率
の
全
国

ワ
ー
ス
ト
５
を
キ
ー
プ
し
て

お
り
、
あ
ら
ゆ
る
方
向
か
ら

少
子
化
対
策
を
打
ち
出
し
て

お
り
ま
し
た
。
〝
何
歳
で
も

分
娩
出
産
で
き
る
わ
け
で
は

な
い
〞
と
い
う
こ
と
を
思
春

期
か
ら
教
育
す
る
こ
と
が
こ

の
事
業
の
趣
旨
で
す
。
京
都

第
18
話　
國
井
長
次
郎
の

「
経
口
ヒ
ニ
ン
薬
」
論

　
本
会
創
設
者
の
國
井
長
次

郎
は
、
慶
應
義
塾
大
学
仏
文

科
出
身
。
そ
の
國
井
が
、

「
家
族
計
画
」
（
１
９
６
４

年
８
月
20
日
号
）
の
「
え
ふ

ぴ
ー
散ぷ

ろ
む
な
あ
ど

歩
道
」で「
経
口
ヒ
ニ

ン
薬
」を
話
題
に
し
て
い
る
。

結
論
か
ら
言
え
ば
、
経
口
避

妊
薬
の
承
認
に
対
し
て
時
期

尚
早
の
立
場
を
と
っ
て
お

り
、
当
時
48
歳
の
國
井
の
発

1995年、京都府立医科大学卒業、同
大産婦人科医局入局。2004年、同大
大学院学位取得にて卒業、京都府立与
謝の海病院、上記
大学助教を経て
06年4月より現
職。日本産科婦人
科学会専門医、日
本東洋医学会専門
医、京都産婦人科
医会理事。

小島　秀規今月の人

薬
の
許
可
を
め
ぐ
っ
て
日
本

で
も
論
議
が
わ
き
だ
し
た
。

家
族
計
画
連
盟
で
も
黙
っ
て

は
お
れ
ず
、
朝
野
の
お
歴
々

の
御
意
見
を
つ
け
て
厚
生
大

臣
に
建
言
す
る
ま
で
に
な
っ

た
。
主
な
理
由
は
二
つ
あ

る
。
こ
の
避
妊
薬
を
の
ん
だ

と
き
の
人
体
の
障
害
。
も
う

ひ
と
つ
は
薬
販
売
に
ど
ん
な

規
制
を
与
え
て
も
、
ど
ん
ど

ん
一
般
の
人
に
渡
っ
て
し
ま

う
に
ち
が
い
な
い
。
こ
の
避

妊
薬
許
可
に
つ
い
て
は
厚
生

省
も
ず
い
ぶ
ん
慎
重
で
、
五

年
も
前
か
ら
委
員
会
を
つ
く

り
、
ま
た
か
な
り
厳
重
な
デ

ー
タ
規
準
を
設
け
た
が
、
最

近
は
こ
の
規
準
も
パ
ス
し
た

材
料
が
そ
ろ
っ
た
。
こ
れ
で

は
薬
務
局
と
し
て
は
許
可
せ

ざ
る
を
得
な
い
破
目
に
追
い

込
ま
れ
た
と
も
い
え
る
。
し

か
し
、
反
対
論
の
方
の
言
い

ぶ
ん
は
、
単
に
薬
理
学
、
医

学
上
の
研
究
検
討
が
済
ん
だ

と
し
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
許

可
に
な
る
べ
き
性
質
の
ク
ス

も
お
か
し
な
も
の
だ
。

　
低
開
発
国
で
人
口
が
過
剰

で
ど
う
し
よ
う
も
な
い
国
と

か
、
文
明
国
で
も
宗
教
や
法

律
の
上
で
、
避
妊
も
不
自

由
、
中
絶
は
厳
禁
と
い
う
国

で
は
、
こ
の
ク
ス
リ
の
使
用

は
、
そ
れ
だ
け
に
意
味
が
あ

る
。
け
れ
ど
も
避
妊
に
つ
い

て
も
中
絶
に
つ
い
て
も
全
く

自
由
で
あ
る
日
本
が
、
何
を

好
ん
で
、
こ
の
薬
を
用
い
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
理
由
が
あ
る

の
か
。

　
か
つ
て
、
生
ワ
ク
問
題
で

は
尻
ご
み
ば
か
り
し
て
い
た

役
人
さ
ん
が
、
こ
ん
ど
の
避

妊
薬
で
は
乗
り
気
（
？
）
に

な
っ
て
い
る
の
も
妙
な
話
。

ど
こ
に
「
尻
ご
み
」
す
べ
き

で
あ
り
、
ど
こ
に
「
乗
り

気
」
に
な
る
べ
き
か
、
そ
の

ピ
ン
ト
が
全
く
合
っ
て
い
な

い
。
そ
れ
に
こ
れ
は
私
の
考

え
だ
が
、
営
々
十
数
年
も
苦

労
さ
せ
て
き
た
実
地
指
導
員

の
制
度
を
ど
う
す
る
つ
も
り

な
の
か
。
彼
女
た
ち
を
政
府

は
平
気
で
ふ
み
に
じ
る
つ
も

り
な
の
か
。
許
可
す
る
つ
も

り
な
ら
、
そ
れ
に
よ
っ
て
当

然
お
こ
っ
て
く
る
実
地
指
導

員
を
、
ど
こ
か
に
変
換
さ
せ

る
こ
と
も
併
せ
て
考
え
て
も

ら
わ
ね
ば
な
ら
ん
。（
後
略
）

（
「
家
族
計
画
」
第
１
２
５
号
、

１
９
６
４
年
８
月
20
日
号
）

言
が
、
本
会

の
ス
タ
ン
ス

で
あ
っ
た
こ

と
は
否
め
な

い
。以
下
、原

文
の
ま
ま
紹

介
し
た
い
。

＊
＊
＊

　
経
口
避
妊

リ
で
は
な
い

と
い
う
。

　
ま
ず
経
口

避
妊
薬
は
ク

ス
リ
で
あ
る

か
、
と
い
う

議
論
さ
え
と

び
だ
す
し
ま

つ
で
あ
る
。

通
念
的
に
は
ク
ス
リ
と
い
う

の
は
、疾
病
苦
痛
を
治
し
、治

癒
さ
せ
、
人
体
に
健
康
を
と

り
も
ど
す
も
の
を
さ
す
が
、

経
口
避
妊
薬
は
逆
に
正
常
で

健
康
な
人
体
の
機
能
を
変
化

さ
せ
、
自
然
作
用
を
不
自
然

作
用
に
も
っ
て
い
く
も
の
な

の
で
あ
る
。
い
ま
ま
で
の
避

妊
薬
は
人
体
し
ぜ
ん
の
機
能

は
そ
の
ま
ま
に
し
て
、
局
所

に
適
用
す
る
が
、
こ
れ
は
全

身
適
用
で
あ
る
。
こ
こ
ら
が

薬
と
い
う
通
念
か
ら
い
っ
て

10
月
の
母
子
保
健
指
導
員
研
修
会 

第
500
回

テ
ー
マ

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ・
ヘ
ル
ス
の
最
新
情
報

府
か
ら
府
下
中
学
校
・
高
等

学
校
に
通
知
さ
れ
、
中
学
校

は
京
都
府
助
産
師
会
に
、
高

等
学
校
は
事
務
局
の
あ
る
京

都
府
医
師
会
に
申
し
込
み
ま

す
。
各
事
務
局
で
講
師
の
マ

ッ
チ
ン
グ
を
行
い
、
学
校
と

講
師
の
事
前
打
ち
合
わ
せ
を

経
て
、
出
張
講
座
が
実
施
さ

れ
ま
す
。
京
都
産
婦
人
科
医

会
で
講
演
内
容
の
フ
ォ
ー
マ

ッ
ト
作
成
を
行
い
、
各
講
師

が
そ
れ
を
ベ
ー
ス
に
ア
レ
ン

ジ
し
て
内
容
に
強
弱
を
加
え

ま
す
。

　
必
須
項
目
は
、以
下
４
点
。

①
妊
娠
適
齢
期
②
妊
娠
・
出

産
に
影
響
を
与
え
る
生
活
習

慣
③
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て

の
時
の
支
援
事
業
（
主
に
行

政
サ
ー
ビ
ス
）
④
育
児
・
介

護
休
業
法
で
定
め
ら
れ
て
い

る
制
度
に
つ
い
て

　
高
等
学
校
の
実
績
は
、
２

０
１
６
年
度
計
５
校
６
講

演
、
17
年
度
計
７
校
７
講

　
最
後
に
提
示
す
る
ス
ラ
イ

ド
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め
て

い
ま
す
。
彼
ら
は
今
後
、
失

敗
な
き
人
生
を
送
る
こ
と
は

皆
無
で
す
。
失
敗
し
た
時
こ

そ
反
省
し
、
前
を
向
い
て
進

ん
で
い
く
…
そ
の
中
で
最
も

大
切
に
し
て
ほ
し
い
こ
と

は
、
「
自
分
の
命

こ
こ
ろ

と
身
体
を

大
切
に
す
る
」
で
す
。
命
に

は
精
神
も
含
み
ま
す
。
そ
の

上
で
「
他
人
へ
の
思
い
や

り
」
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

自
分
を
愛
さ
な
い
人
が
他
人

を
愛
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
困
っ
た
と
き
は
一

人
で
抱
え
ず
、
他
人
や
公
的

機
関
に
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出
す
よ
う

に
強
調
し
て
い
ま
す
。
「
ど

こ
か
に
つ
な
が
る
こ
と
で
救

わ
れ
る
」
自
分
を
守
る
た
め

に
は
大
切
な
こ
と
で
す
。
た

　
講
演
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

散
見
さ
れ
る
の
は
「
生
理
痛

は
我
慢
し
な
く
て
い
い
こ
と

っ
た
１
コ
マ
で
す
が
、
こ
れ

か
ら
の
人
生
を
実
り
よ
い
も

の
に
す
る
た
め
の
一
助
に
な

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
１
９
７
３
年
に
始
め
ら
れ

た
本
研
修
会
は
10
月
で
開
催

５
０
０
回
の
節
目
を
迎
え
ま

す
。
こ
れ
を
記
念
し
て
講
演

後
に
懇
親
会
も
開
催
し
ま

す
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
講
師
】
北
村
邦
夫
（
本
会

理
事
長
／
家
族
計
画
研
究
セ

ン
タ
ー
所
長
）

【
内
容
】
恋
愛
・
性
交
・
避

妊
・
妊
娠
・
中
絶
・
性
感
染

症
・
出
産
・
不
妊
・
育
児
と

幅
広
い
テ
ー
マ
を
軸
に
最
新

情
報
を
学
び
ま
す
。

【
日
時
】
10
月
８
日
㈫
10
時

〜
12
時

※
研
修
会
終
了
後
懇
親
会
あ

り
（
12
時
15
分
〜
14
時
）

【
会
場
】
Ｔ
Ｋ
Ｐ
市
ヶ
谷
３

階
（
東
京
都
新
宿
区
）

【
対
象
】
保
健
師
、
助
産

師
、
看
護
師
等
の
有
資
格
者

【
参
加
費
】
会
員
…
無
料
、

非
会
員
…
４
千
円
（
会
員
以

外
で
参
加
希
望
の
方
は
必
ず

本
会
Ｈ
Ｐ
の
専
用
申
込
書
で

事
前
に
ご
申
請
く
だ
さ
い
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

☎
03（
３
２
６
９
）４
７
８
５

℻  03（
３
２
６
７
）２
６
５
８

演
、
18
年
度
計
６
校
６
講
演

で
し
た
。
残
念
な
が
ら
無
関

心
な
学
校
や
、
年
度
途
中
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
修
正
が
困

難
、
午
前
中
の
講
演
希
望
、

講
師
不
足
な
ど
課
題
は
多
い

で
す
が
、
実
施
後
の
ア
ン
ケ

ー
ト
は
、
教
員
、
生
徒
共
に

概
ね
好
評
で
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
40
分
程
度
の
講
演
に

膨
大
な
情
報
を
詰
め
込
ん
で

い
る
の
で
、
「
着
地
点
が
見

え
に
く
い
」
と
い
う
辛し

ん

辣ら
つ

な

意
見
も
し
ば
し
ば
頂
戴
し
ま

す
。
地
道
に
継
続
す
る
こ
と

で
各
学
校
の
恒
例
行
事
と
な

り
、
徐
々
に
広
が
っ
て
い
け

ば
よ
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

子
宮
内
膜
症
↓
不
妊
症
は
必

須
の
項
目
で
、
治
療
の
観
点

か
ら
Ｏ
Ｃ
／
Ｌ
Ｅ
Ｐ
の
メ
リ

ッ
ト
を
強
調
し
て
い
ま
す
。

生
徒
た
ち
の
反
応
が
大
き
い

テ
ー
マ
は
、
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
と

性
感
染
症
（
特
に
ク
ラ
ミ
ジ

ア
）
で
す
。
特
に
デ
ー
ト
Ｄ

Ｖ
は
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
身

近
な
関
心
事
な
の
が
伺
え
ま

す
。

　
講
演
後
に
、
出
産
未
経
験

の
女
性
教
員
か
ら
は
、
「
今

の
自
分
に
と
っ
て
も
大
事
な

知
識
で
す
」
と
興
奮
気
味
に

言
わ
れ
ま
し
た
。
「
今
頃
何

言
う
て
ん
ね
ん
」
と
心
の
中

で
つ
っ
こ
み
を
入
れ
た
い
と

こ
ろ
で
す
が
、
ま
ず
は
教
員

へ
の
研
修
が
必
要
で
、
学
校

関
係
者
に
本
講
座
の
重
要
性

を
認
識
さ
せ
な
い
と
予
算
の

つ
い
た
事
業
が
無
駄
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

が
分
か
っ
た
」

「
生
理
痛
が
ひ

ど
い
と
き
は
産

婦
人
科
に
行
き

ま
す
」
と
い
う

意
見
で
す
。
い

ま
だ
に
母
親
か

ら
「
生
理
痛
は

我
慢
す
る
も

の
」
と
教
え
ら

れ
て
い
る
生
徒

も
い
る
こ
と
か

ら
、
出
張
講
座

の
意
義
は
大
き

い
と
言
え
ま

す
。
生
活
習
慣

と
い
う
観
点
か

ら
、
月
経
痛
↓

小島氏が毎回の講演で最後に提示するスライド。
性教育を通して、自分を大切にすることが今後の
人生を支える基盤になることを伝えている

他人への
思いやり

これからの人生、失敗することは
何度でもあります

でも失敗した時に学べる
こともたくさんあります。
その時に感じた苦しみ、
痛み、悲しみなどのつらい
経験をしたときに、自分の命と

身体を大切に
する

こころ

DV（ドメス
ティックバイオ
レンス）

STI（性行為
感染症）

自傷行為

薬物依存飲酒・喫煙

援助交際

過食・拒食

望まない
妊娠

こころ

自分の命と身体を
大切にする
他人への思いやり

を忘れないでください。

少
子
化
対
策
と
し
て
の

 

性
の
健
康
教
育

月
経
痛
の
相
談
は
産
婦
人
科
へ

人
は
失
敗
し
な
が
ら
生
き
て
い
く

北村 邦夫 著

ピル承認秘話
わが国のピル承認が
これほど遅れた

 本当の理由（わけ）

http://www.jfpa-clinic.org/
http://www.jfpa.or.jp/seminar/2018/000821.html
http://www.jfpa-clinic.org/
http://www.jfpa.or.jp/women/yosan/

